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字・舐返の4品頼・Ill：鐡｛燦品種を荊桑、大桑原、
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字一，団桑最亀細し。
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第露競　ll召不ll4年7月　　　　　　　　　　　　　　　禦13號、國桑鱗0號を用ひ、目uo｝：付轍撚期ノ歌メ

耀1縢との際　　　　　　　　 膿期i・：　SJS　±iて給阻鵠に蒜1灘剛処櫛a
嘔・支朧・隊7臨鰯糠として・燦職・了1「　：，1、　葡ll最駄く、國桑イ脚撫痩膿翻、仙，琳11

改良駆・改賭桑・』卜欝・「｛illlVJ－・殴物姻1に詑・リ講鮒剛幅1鎌諦鞠1編廻講塾
　を用ふ。繭綜繊鹿は’欧守ユ・和助＋文⊆榊々太き　　1x’1、改郎1蓮械之1歌ぎ、ペツノひ、　v｝こ1糊瞳り。

　傾呵あリ。　　　　　　　　　　　　　　　　　（313）夏款蟹稚翻用轟iに驕する賦1鐵

（309）桑品種と鷲晃畿欝との關係　　　　　　　　　　松アk實　」tJf川霊蹄鷲｝賄囎　昭喬；0聴131

大島顯三石川鎧：試報灘號1薯翻15年3月　　　鑓纈は烈110x：蜘3鯛；ひ、剛ご濯へ：轟闘繍
　市耶・金子・改良風返・露園野桑・魯桑・國桑箏　　頂li・網ilj立通1・竃、；s刈拠1こ分弘、ノこ塑｝燥、清璃1

13號を祭齢（國漿・瓢3貨駐を敵く）、稚絃、肚獄に給興　　　i川ひたるに、繭綜織慶ほ大黛Itl．’卸償誕夏：‘膿1最も

し影響をみるに・阻x刻で齢lll櫓知場合・　太く・；飼・漁瓶襯瓢馳i．：熱獅嚇1臓、Ek
金子・改蝋灘1敬く・糠・了膵醐1捌し・稚　辮i・1し。湖慌蹴；飼轍瀞1燃・1・・：、fS－．燭瀦
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圃殻も翻し。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蚕齢期III】給興の揚合は壼韓國野桑i，le；最も太く、甲拠

（314）維翻期の用桑品種が翻児搬宵に及ぼす關係試　　　　慨最亀細し。

膿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（317）灘翻料織　　　　　　　、
　i守嗣縣獄繋試脚∫み胴曝賂L1勘ユ9號　四11響IIG｛1三胡　　　　川1徳黛郎、易独戯秋、　脚、…島縣麟，、鷺II斌脚i乏告

　染川種i禰1助十：’u，二宇・Tレ臥丸菊1・丈字・改良鼠　　禦4號　ilil不II6年8月

総糠・撫・1隈1・1鰍一、醗腰・國桑70　索，鰍として1聯1蹴、r脚撫改赫窮集桑、
貌とL・鐡　陥・「ほ（）7・1・した弧繭繊度1・L甲撰　改良賦返、【劇翌珪、収穫＿s赤木、赤木了b’　？ls、煉早

城最a・太く・魯藥圃’とに次獣牧穫一一隔1嬬細し。　　生、蹴騰、郡り坪丈字、＋丈字、J・1il郎治早坐の13

（：Slr））異融種給興試強　　　　　　　　　　　　　種を川ひて、1臓す。猫懸厭rlエなり。繊度はブ礫

　脚膿賦励；弦；iJ・｝燐島鱗詠朝ヨ廊ミ場彙報　昭和　　皐’風ll服太にして、赤木市耶、赤木も和助十文学之

64ド1別　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に次紙改良糊｛4年桑、國桑70號最も細し。イ齢五間

　伽慨冷醐言綱郎　　　　　　　1・こは穴靴し。肌一磁太と，1漁との燃o，47旗
　禦鈷1iU；帯齢改良鼠IK　　　　　　　　　　　　　　一ルあリ。

　鋸1賊庵齢和助1L丈字　　　　　　　　　　　（ll19）癒蹴交雑種飼料試駿

　第4賊衛帥聯　　　　　　　　　　　　　　昧岡秀央、易獺演秋、掘之内綱雄鹿兜島縣鐡試

　¢師L砿　r齢火葉「iしどk　　　　　　　　　’　　試験．∫購躯號　il召和6年8刀　　　　　　1

㈱馴li1）綴赤・if鵬訟改鼠（乙）は111祓鮒　　殿品伽：日1×皮4、1欽3×丈4、卿×支7を川ひ、利薩

蝦wl剛稚欝1i∫欄燦1陥（乙）1・匙鷹｝　魏l」獅1蹴澱11脚脚・分け、瀦【1糟桑賊幡
　姉S旺　〔鳴擢灘赤11f肚灘白柴（乙）i’反勤　　　　　齢1｝lj魯桑絵輿）、赤flf駒、｛t；（稚簸期tthミ市；l　l：獄期魯桑）、

灘瀬1’j・師o翻1τ胱櫨・繭徽脚沸細1（の　ri・・i」乙阪輔網赤了ID、煉早劇1蝋利住馴煉早

策曜（llり照も一Mくく・鱗轍榊く・｛払第棚1　‘瞭剛り1聯）、同乙顧燃間大噛L生）の5蹴分

止に次ぐ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　け、扱暫は収穫一・俄、改良鼠返繊、寓榮桑臓、好桑

（31G）桑の晶穂比較試駿　　　　　　　　　　　　　1、lr；、赤市【lfelの5臓に分け、稚識期1よ一搬に赤市を以

牛撫・一・吉村眞作・服部姻1：・棚艮1謙欄rsu　て飼育す。搬け：欄用瓢に於ては大葉早‘k蹴

績第10號　1昭和6・｛r411　　　　　　　　　　　　　　　　く、赤市甲匿最も細き傾向あU。されど各1・竃開の盤

聯鐡期霞雑種飼脊島藁績　　　　　　　　　　　　　　　顯著ならず。｝ll澱川繋1勘こ於ては赤了1∫臓敢も太く、

　1ほ×1♂ζ4・丈7x殴7を川て♪・市7臥多胡阜‘1二、蹴　　　Xi’榮藥賊、牧穫一匿細き傾向あり。

　榮藥・島ノ内・界日及び群λ［5赤木の各桑轟種に付・　　（319）秋躍原翻飼糾試鹸

　稚鍛期給興・m・2醐lll給輿ノ妓メ益齢給典の蕊1卿こ搬　　　　山ri1徳ヨ搬［1、朋IIζ貞秋　鹿兜島縣瓢試i試瞼報告第

　珊して給興した。寧試瞼iよ罵箇欄1に蹴つて徹、≧　・搬i昭稲・1瑚

　れたが、そがド均戚績にみるに繭綜繊度は　　　　　　俳r試桑品種は國桑工3號、岡70號、改良赤芽櫓桑、

　稚簸！り澗給興・）場合1：武響賜赤木圃殻も太く・島ノ　　改良鼠返、隆撰、牧穫一、赤木、赤木市布、大葉早

　内隣雛次恕糊・7・糠鰍錦1し・。　　　　～k、牒桑、和助＋丈字の13種を珀ひ、如01を以

　；ll；訓醐縦肋描館、幕嘔鼓も太く・島ノ内u｛tl　て飼育す。繊度はブ諜早生、il；llllJJ＋丈掌、國桑70號

　之に次還、ll了馬赤木1計1最も細し。　　　　　　　　　　韓太く、牧穫一、葭良．赤芽魯桑特に細し。

　益齢期間給卿ひ場鋒iよ多胡早維匿最も太く、Ut？ll　　（320）桑品種と藪の酸湾との開係調査

・賊之に鰍ぎ・島ノ内・春「UIN’【1；劃し。　　　　　　　　　兵庫県猛畿試　兵庫慧試11乏第5號　昭府17年3月

・秋蹴期霞聯種飼育1戊績　　　　　　　　　　　　　　　　　　鐡品稀は支7X陵7、　K7×A7を刑ひ、桑品種は市

　慧品tUtx　ri　110X支102紐11ひ、魯i桑・露國野桑・甲　　　帯、多翻早生、大葉早生、改良早生十丈字、改良鼠

撰・礫鑑改輔し楓＋文｛拠多削早生の各細1　返・甲reR・・千松、滴＋郎、新嫌lil、改良魯桑とした．

　頼に付聯羅期と岡様に｝1幾瞼したるに、’繭綜繊度は　　　るに、繭綜繊度穴葉，挙焼恋給興せるもの最も太く、

　稚躍期岡給腿・／）場合は甲撰1・｝’遁セも太く、露國野・桑、　　　ll1撰及び新蛾錦を給輿せるもの最も細し0

、魯桑之に次蟹、多lll膳I　I，£、改良風返｝、鴎1翻叩し。　　　（321）稚翻用桑と翻鬼簸育との關係

　封1：鎧期ll｛］給興の鵬命は欝國野薬甑ユt莞も太く、十丈　　　　古性淺次郎、大友安太郎　秋田鐡試羅lj二報・告笙8

　字1、1’1之に夢ζぎ、魯薬II～～£最も細し。　　　　　　　　　　　　號　　昭不ll7印4月



44　　　　　　　　　　　　獄、　　｝線　　　融　　　聯　　　儲　　　　　　　　　　　〔第』r’名き

　稚躍給薬品種に依リ次‘・，11陶ご二分つ。馴秋rll城、　　（3瓢）夏獄羅維翻用桑に關す愚諏繊成緻（豫備就験）

寓榮薬臓、赤木猟、利’！匪、改良録1返i1蛋、栗本1、1ξ、　　　．愛タ！ll縣艮回鳳業試膓’「1　｝聾触【1帆1註鑓柴試瞼：；島自1刷物　昭

鶴田圃、島ノ内Illt；　．興桑措號II｝’1、圃桑70號匿、震摘　　　1，lnSAI：3JJ

改良風返。肚顕期に【．；；f帽しも和1リ∫十文字た給興し　　　桑の“稗との聞係

て。蹴需轍日110×踊05。1雌織1蜘：士1疋・も太dw　；L－　　ll　il・1’ifi．lr，k　l：110蹴×：コ。1號1・．：して、薬嗣1轍魯

改良風渥にして島ノ内之に次ぎ、最も細きは1馴1・1、　　染、魯八、収穫一、國染築13號、四桑第70號、穴

・詫榮桑なり。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　丙騨’k、赤木』改良鼠返の八細皿なり。繭綜織度は

（322）款瓢稚翻用桑艦稠と翻の飼育試駿　　　　　　　稠ll期に於てラ胴く【闘∫姻llき傾向～Elり。」じ他の械に

栃木lww試栃欄識昭不ll駒ミ胡　　　　　　はブ磁制。la鰍蹴にありては都｝凋に一・幽傾1’曝

　TlrtlS、島ノ内ザト文字、改良風返、魯索、國塾70號　　　t；認め難しo

各晶種混含の7峨とし、IT，V，品棚よ初駄ぱ晃旭×晃龍、　　（326）桑の品種と蹴鬼顎麿との關係闘

晩秋には日110×：支105卸ilひた。繭綜織度は秋1、；：・1・　　　宮崎縣蹴薬試想敬場　宮崎獄il飛・照1纏ご；號　昭抑8言r

丈字慨最も太く、改良鰍返、了if：1・の雨1嚇乏も細し。　　　3月

晩秋は島ノ内概最もlfl＜＜、各品種漁合械殻湿声細し。　　　丈玉3×融16、支猛×歓焔、「1110×該10薄、　n　7×

（323）憂秋期碓翻用桑品種と翻との關係試験　　　　　 支106を用ひ、稚徽市耶川：鍛i斗父猟、稚灘市7Flll：獄魯

　栃木澱試那須支場　砺木1燃1糊彫臨‘場事報昭墾i17　　桑、稚瓢大．襲壮鰍改鼠、稚鎧大葉｝li：鐡魯轟、稚瓢｝ll：

年4月、、　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　鱗改鼠、稚猷改上期1：澱魯桀、穐澱魯索lll灘改鼠、稚

　棲準、魯桑、十文了：、島ノ内の四圃とし、鑓、種　　　111洲：澱魯索の各11｝1瀧設けた筍・に、繭懸塩1蹴如ζは穴差

は皮105xFr110釧1ひた。蔚町灘鮫｛よ初秋Fこは・【・文　｝念い、11雑一一肋傾ド臓ぎ撒ぞゐれぬ。

tts，El・島ノ内雨隅他1［1｛1よリ特に太し。晩秋には・殴二字　　（327）麿桑の飼料白制更値

擁最も太く、魯索減最も醐L。　　　　　　　　　　　　北澤茂、岡村貢、武川一一一一i郎　哩侮北1沈原灘稲製懸

（324）夏秋鍾桑異品種給興試騒成綾　　　　　　　　　　　所彙1｝艮嬉1勢班　昭和S年3月

　小林庸、rl盲村治太∫ll～膏森鑓報簗2・｝’l　ll～1和7年5月　　　春灘櫛llよ1・｛・榛、魯桑・改良以返・島ノ内、飾薬翻！

（1）桑異品和1の銀繭に及｛艇ナ關際試験　　　　　　　　ひ、日107、「1UO量個育したるに、繭糸糸繊度1．1改斑賦

　桑1よ赤木、改良鼠返、霜島、甲撰、改ユ嫡硫＋史　　返最も太く・’語ノ内之に次弘唐索・魯藥の順序欺

宇、系’桑蹴を用ひ、1・／1・2化×支靴鰍川ひて試　り・秋鍛蜘こは唐桑と魯勲珈1較したるに糎歎し。

　験したるに、繭綜繊度は霊島給興のもの穂々細い　　　（32S）桑墨編種給興試瞼成緕

　が、他の匿のものは大益なく、たv攻良鼠返給興　　　潔，＄・置欧就　澱争鉱論茸りずi聯5號　II’｛湘S｛1｛叱りレ

　のもの穂々太き傾向を示せリ。　　　　　　　　　　　　薬且種では濾十郎、改良以返、改良早蹴ナ丈字、

（2）　桑異品租紛桑景の紛減と蝦1繭との㈱係試験　　　　交η．給典の四磁とし、日1工0×支105を用’ひて賦験し

　桑は重勘以外は前と岡様にし冒τ・その各々の稚kX　　たるに・繭縣繊度は交π給輿1期曾々木しQ

　期詑謝照醐、三割減1・量紘割織陶吸｝てりe獄品種　　（：129）鑓穣製造用桑に關する研究

　は日109×三芝二102、「11工0×」竣103も日110×三更1051ti・i｝1　　　　　　≠竃ミ「日ネ正∋祥…、　イ蓋畑三蔽、　’理f容ブく　　輝f轟∫蘇葺…藍』甚欝疲雫弔「漣滋丘

　ひたるに繭紐繊度は給桑i撤澱少ど一一一定の關係なし。　　所梨報節1報　昭和S年S月

（3）桑異品種の給薬澱の5触，臆蝦繭との聞総繊　　第1圃（黍縢）、第蹴（風返）、f填蹴（＋丈字）、第4

　（其の二）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　臓（Tif2F）、傘魏民改良鼠返）、彫Oi・畷大葉胆k）、第

　桑品種ば前試1瞼と同様。灘1品種は日110x支105i立　　　7畷（錦桑）、錦S匿（ll！桑）と廠分一し、灘紋口1、成4、

　用ひ、盗臓量鮒照、ヲ醐」曾、i礁1職の3賊に分て　　秋は日107、支101を川ひたるに、繭縣繊度は初代震

　リ（｛旦しta｛・i　WW　」切）。繭綜繊度は1概iして給桑最の多き　　　にては春ir璃写3圃最も太く、節2、鶴工1；之に次響、

　もの程太し。　　　　　　　　　　　　　　　　　　弗覧第Sli磯llし。秋は第6畷最も太く、第気錦31戴之

（4）異晶種の貯識時間と鍛繭との關係試瞼　　　　　　に次還、錦7、第8匿細し。次代躍にては聯期倒驚の

　貯桑時閏にょり甥照田、20時聞匿、30廓肺｛とし　　次代のものは醐え拶くして一完の傾向なく、たΨ第

　前試瞼と同一”薬ul種に付き試験せるに、繭縣織度　　　S慨は比鮫r白鞘し。秋期のこものは算1蔵戴も太く、

　は赤木、改良鼠返、魯桑童「殴は和々太き竜大鵡な　　　弗5、第3爾1」嚇則き傾向あリD

　く、貯桑時燗長びくに從であ細くなる傾向宣コ認む。　　　（330）　肚鐡期用桑試駿



笛痂〕　　　　1翻繍魁書1釜君鉱との關階徹綜創蜘（ID　　　　　　45

　f敬難・：見Pl欄ll臼弧獅藤蹴島根x試ll悌　　　山、内毒置樹、前10隆儒鹿鬼島莚置試・灘櫛2蹴lll｛

23貌　il・1和96r3刀　　　　　　　　　　　　　　　不lr10年3月

鑓・晒は・繍支1書；・脚融戯1。r）・ll11。を飼　澱禰i，k脚7を川ひ、桑、・融k改良糠、改良風

胃せるに・繭綜繊度｝」：釈」：改良魯栄1剛1瓦太く、國　　認、’ii榮礒、奄美桀を川ふ。試験甑は、粥1減（金

薬第7く）蜘　撮もi＊ill　1．。秋lj：畷糊にブく，；砦なき・1、　i蠣》　　餅微良魯楽給與）、鋼1　貿稚灘職賦1羅串：微改良魯

㈱繊最蜘し・卿こ隙蛎1∫撚・覧と倣し．　難興）、鱗；（㈹端謙桑糊1改良糠織）、

（331）羅見竃齢期に於ける墨品種桑給與が次代騒に　　第411畷稚濃奄美桑肚置置改良魯桑給興）の卸ll言：設け’

及ぼす蘭係に識で　　　　　　　　　　　　　　　桑，S種によ翻【：鋼用桑の蓮暴ρ繭質、薩卵に及ぼす

　宮川蟄治　岐li職裟1心簡，11號　lll伽～｝lf3月　　　　　影碧鋤知与んとせり・試瞼虞績rl職度に鋤：いて見る

　fi】工10L蹴10；｝是Jlh・．；・、薬ll1【ll種窪魯紮、改良即返、　　に、繊度の太き1よ奄美桑にして、　lq策薬、改良魯藥

赤肱ブ礫鴨とし，隔職次代に於てilミi’trL｛tl・ileiも　之に次ぎ・改蝋返，臨細し。

太く・ソ鵡ξ県庶囲匙1こ夢、ざ、魯蜘1蹴とも醐L。　　　　　（336）晩殺期5齢桑試験

（3鋤晩秋期金齢用桑試駿　　　　　　　　　　　　ll［1内眞樹、前田陵信　鹿晃島澱i試・服略1櫛21跳　1昭

　川勺直ヱ樹、前田隆智信　瞬蜆劇羅1叢i｝鵡硬捌解梯　　　和10rtll3刀

21貌　昭和9τll胡．　　　　　　　　　　　　　　蛋錨種1よ支105×匠μ101≧用ひ、3齢泡赤市・ド給興

脚7酬ひ・紬臨撒じ：て鋼俸綱ゆ加凌鱗　し、軸微麟腿、聯に於敏鵡脚鱒改N“Si桑

工臥穴脚鵬鞄・も・｛・脚期、改蛎1甜與の　の職に伽て施行す。UIIち5翻轍薦駆給興のも

も蝋鯛i・srh改餅糠給・自ゆ桝聯蜘1、改熈、L　の鱒蝋とし、5㈱敵』辺縢撒のもの脚蹴
ざk＋文字給興a・）もの潅第5i　’1・㍑撲薬給興のものR．，．．　　とし、5齢期前4敷蝋給興、櫻卜改魯桑給與のもの

第6齪、盗艶謝給興りもの泣策7【・｛llとせU。試験成績　　　を策3猷とし、5齢期前！卜改魯桑、後！卜改風給興のも

中繊脚・：關し’ごは・大｝卑1皐∠k給奥颪最もメ＜＜、赤市　　　のを禦蜘三とし、以て5齢期の用桑の麗異力｛繭の性欣

ンド紛興匝、庵拠祭給輿11t砥Jl毛跳改工、楓返給奥嫉之に　　　に及ぼす影纏を知らんとせり。試験成績ri・r繊度に胱

択麟燃孫嚇轍鮎し姫卜惣辮鱒’ぬり。　　いて見るに、紬駿の載駄き1，櫛2脚こして、魏蝋

（・933）桑晶穗と翻繭との關係試駿　　　　　　　　　　　　之．に次ぼ、第3臓、第1猷と順次細くなる。

　徳島縣蹴縫試験携　徳1毎縣鍛試報告策7號　Ill抑9　　（337）桑晶種と原駕飼麿との關係’試験

年3月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　池江麗瓢　長崎歪甑報鎮3號　昭不1110年S月

　il1杯li6年は瘤金黄×｝欽9、秋口110×如05、晩秋　　　與品種桑葉覆以て蹟瀦置飼育せし揚合に、之が鎧の

にほ1⑪×或櫛。　　　　　　　　　儲、牧繭7媒薩鋼伽及ぼす騰Wcついて調融
　昭職7年は器炎エ4xl欽16、晩漱支106×日鷺0。　　　り。

　昭和S盗iは瀞蹴1G×丈14、秋陶7x皮工06、娩秋　　　試瞼甑を滞期は全齢市挙蝦、冷齢大葉早益臓、登

口7×丈106。　　　　　　　　　　　　　　　　　　齢政良鼠返鞍ζ、発齢魯桑圃、稚餓了ii7酬澱魯桑ilE、

　蟻品種は大葉・脊了if・宙㌘ド・改鼠・富榮染・非1桑・　　稚蹴大葉早雄｝口；鎧魯桑斑、稚鐡改良鼠返；ll：鑓魯桑

魯八・魯繋。　　　　　　　　　　　　　　　　　麗、刑1灘沖縄桑｝II澱囎桑戯のS罷に分ち、國鎧支13

鰍…搬は都糊にニノ磁なけ凝転糠鵬し　號｝こて飼机、初秋期硬跡畷1田龍藤鼠激π
て細選傾両ある鍛寧を示すo　　　　　　　　　　　　　｝II：鍛答桑臓1甑蝕櫓し、國澱臼110鴉にて試験せり。

（33め飼耕種獺試鐡　　　　　　　　　　　　　　　　繊慶に關してに、容期は稚蝦市ヱ酬i：鎧‘“桑曜太く、

　欝高末貰、贋lll延　為羅：1ヒ濾膜躍　試瞼報告策2　　　稚鎧大葉早出｝ll：鑓魯桑畷之にi爽ぜ、灘醒沖縄桑｝li；鐡1

報　　1眉灘9年3月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　魯桑匿及び粂齢大葉早生麗最も細しと錐も、夫鯵の

　亥101X或9、　1，1107　x（或9）く支101）、　周106×丈10　　　　　獲…葦苧し，カ；らづ響o　初不りJl月ij：＄i霞霊R了£iL「lsJ11：／1藍建｛≦詳桑］置‘・最も：1く

1、皮4顛の慧品種粒用ひ、青木了lfコド賊、金原1　Si艶桑　　　　く、稚鑓沖維桑｝H二SX・1桑llナへ稚鎧～改良鼠返ill：瓢1魯桑

獺、魯桑瓢、灘木市7F二i｛材く市ユドブ葉魯桑改風ぐ妻原工　　　慨の順に細・1な1）、杢齢魯桑減最も組し，oさオLど央

號溌食賊、轡木Tir：ド発〃三c工號混食斑、．魯桑改鼠恥療　　　導の脇は春：と同搬顯著ならず。

コ．號混食1匪を作り匹、ユ鴛瞼せるに、i繭綜織度にはτ＿定の　　　（33S）飼育蚊に鷲卵に關する試鵬1

傾向欺しo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鹿晃島縣鎧：i襲試瞼場大島支場　　拠児島｝孫瀬業試験

（335）晩秋羅期稚鷲用桑試籔　　　　　　　　　　　　　　　場大島支こ・♂翔乏告fme’號　ll琳II11・↑r4月
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1．飼料に關する試繊　　　　　　　　　　　　　　市2｝こ随、大葉早4三賊、改良鰍返11～ll、改良嶽穿魯紮賊

　内地桑と在來島桑との飼粕「［勺f呈轍：瑚飾倣なU。　の蝦に分けて試験ず。纏頗よ脚：榊鰍ぴ飼育剛り1

　第1試瞼に於ては試瞼Llllは島桑i罎（在來島桑を以　　　により暴リギー竃の傾向を認め難し。

　て飼育す）、内地桑Ul；（牧穫一を以て飼育す）の2匝　　Jltfik1少録番號（エ9）（2・1）（116）（187）榔7）（35

　を言窒け、　宣齪配1乖重じL「1110×2ヒ105b　支1⑪5×日110、　　　　　2）　（3S4）　（385）　滲1照o

饗講器螺櫨墓総藤．，．、lt，、、鱗改［爾延垂i塑璽麺亟璽二

　穫一批鎧島桑賊の2賊を設け、鎧品種は「1110×丈　　　　試瞼匿が籐りにもlil；々にして、比鮫封照困難なや

　106を用ふ。第3試瞼にては試験麗は箪1試験と同　　　も概して爵へば、繭綜繊度は秋簸選1＜川紫圃lrll注、奪

　じにして、欝品種は或105、｝：111伽｝1種を川ふ。　　　　秋躯川桑1・｛ll減との問に確雲鼻たるILJI向なく、辮爽芽1）i∬

　以上）・つれも普瓶育なり。繊度1瑞薬闘、酒地桑　　｛足採1　肥瀦翻蝦とのllπに於ても同様なリ。新揃育

　巌に比し租セ太き傾向あサo又稚鑓島桑肚綴11父穫　　　槻は磐汕育lil’tiよりも太き鋤合多しo

一闘譲の反駆よリ太し・何又獺に於ても島　（3・S（））重見X唾と立＊桑と嬢質比較及び拷が繭質遊

　桑麗は内地桑麗よリ太し。　　　　　　　　　　　に生統の練減に及ぼす影響

2・　飼育法に關する試瞼　　　　　　　　　　　　　　　中村llil三次郎　｝鰯轍諜箭習ル「試験成糸」「櫛5（1琢雇　：ノ＜

　1・、稚螺飼育試瞼　　　　　　　　　　　　　　　　工1三2で1｛2ノ」

　　試験脚よ安杢育1・置・木ネぐ1育匪、⊃1匡鉛描守畢；llに分　　　立木、根刈爾築禽駿用ひ・ぐ個育したる繭賞闘i望1三に

　　け㍉聯期稚蝦飼育試瞼を欺す。TJ［；・試鑓品種は殴　　　於’（繭絃繊慶耐1るκ、（轡熟、パ・一ルむ供試す）立

　　16×丈工4・桑は在來島桑なり。灘1黛度は木雑育1蔵　　木栗給興の場合幾分太き傾向1ゐりたり。

　　最も太く・安奄育1翫畏輔llし・。　　　　　、　　　（3，襲1）錘樹の仙立方と翻作及び戴病との關係鼠籔成

　2・　州：殿期飼育試験　　　　　　　　　　　　　　　　紐

　　イ・騎糊，H：嫉1｛J］it・普泌育岡、　lll捌育1砿昏x画策薬　　　　酉川砂　岐jiし鐡報第3號　大1L三14年5刀

　　　育1茜1£に分け・丈工4×激1G、支14×厭17、支10　　　芽薬探桑樹賊・聯切繋樹織、聯秋醗川騰樹賊、轍躯

　　　6X隊18没以て在來島桑を給異し1試瞼す。　　　　摘上繋尉賊とし、澱贔種は支101x日107及び口107

　　　繊度は2ド條桑育獣太く、暫油育賊僅かに劒　　　X支101を供川し、7月工7揮に掃立てたるに繭綿繊度

　　　く・1附蹴服も細し・　　　　　　は糠1繰榔撮も太く・聯隙，【騰樹蝋もMll　Lg
　　ロ、ラ喬ξ燈lll肚鎧紺］を鐵謹内町二座育暉旺、『覇riX…桑輪「睡左、　　　　（342イ）新禰岡「試瞼

　　　高倉2ド座郁配・同條桑郁il、藁小爆準座育漏蔭・　　　才ll歌11縣鐡粟試瞼揚　和歌i⊥縣鍍試1｝購第8號大

　　　同條桑育丁，rE・庇布座育械・岡條桑育賊の81戯　　正15年三｝月

　　　に分けてなす。　　　　　　　　　　　　　　　　晩秋餓期膚熟×皮9を1「」ひ、磐油育と断相育（獲穿

　　　供試rw品楓桑品稗訓と同じ。繊幽・た町職　醐縢獅粕創鱒k鵬立3。礪地上2尺5・J’lr．　・切り

　　　育にあ1）ては鑓内斑、條桑育にありては藁小　　　新梢齢1け、その新梢にて飼育す）となす。繭継繊

　　　爆麗最大を示し、一定の傾両なし。　　　　　　度は新梢育太し．。

　　ハ・秋期日110×支105を用ひ・III：鎧期を霊内布　　　　（3d2口）桑樹の仕立方と濃作との關係試駿成績

　　　座育甑・4騨掛2F座育1嚴・4齢醗外條桑育　　第2報

　　　臓・5齢腿外半座育畷・5齢燧外條桑郁鈎4　　酉川砂岐阜鎧試報躯號畑三15郷ノ1

　　　隙こ劒識す・桑瞭糊桑t・・」N・・S・・綴　　欝，種醸4・胆とし、糊剰縢灘、糊桑

　　　曝齢酬條桑献鵜太く・轍燈郷齢　搬1、聯懸椰’£の蹴としたるに、㈱繊蹴3
　　　臓最も細し、他は差殆どなし。　　　　　　　　賦間に大差なし。

（339＞桑品種と原議飼程『との關係試輸　　　　　　　　　　（343）全穿商及び新梢滴「試駿

　池江輝二・順岩根、早rl劇嘘　長崎縣獄業試験場報　　　　和歌肉縣鐡藁試験腸　和歌田縣殿試報借第9號昭

睾？第4號　　 H｛琶…011向三8月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　不「［2｛1三7月

　供試醒品種は…蕃は隊18・皮16・初秋及び晩秋は日　　　青熟X（支9×寅工01）をlilひ、鮒照賊、益穿育、新

1工O、支10δを用ひ、稚簸期を春iま市耶、初秋は改風、　　梢育となす。繭蒜織度は新掬育太く、封照俄（讐麺

晩秋は改風及び魯桑を以て一様に飼育し、批蟹期は　　　育）殻も細し。



第…號〕　　　　　繭辮鍍と慰澱との關係論丈綜創少録q）　　　　　　47・

（3輔桑のt士立方と囎の關係試鹸　　　　　芯35日前摘芯のものにて（桑’ik　T．sr／は改蛎曜、　SC

　前「1職治・大ぺ木箕：i’il、伊湖受、倉光’敬；三，liも取　品・種は［蠕×i折江）繭綜緻度に大蕊なしc

l鱗測聯2號1榊i螂7月　　　　　　　　晩秋期に於ては槻資［’醸芽劃臓）謹繊5睡醐
　供試鑓品種　臥7號×支7號、駄7號、支7號　　　　　　伐慨、秋鍛儲立30臼前摘；邑；し秋膿に稚鎧桑を供した

　試脚lllを根刈無岱式・τ1・「刈一拳式、　rl刈無拳式、　　　る後にfll臓せる新葉・秋孟錨；；立30「ll　Nij摘芯し秋ifMJIJ

中刈灘撃式、満刈叢撃式盈設くo　　　　　　　　　　　桑をとリ、更にその墓都な摘梢しfili撮せる新葉、そ

　繭赫繊度は高刈Ll跡i層細く、仙甑は殆んど差異な　　　の他歎似の2同摘梢法、或llた摘葉法のG賊を作りたる
　　　　ひ
し。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が（桑品種は改鼠、宣識1品種は支105×三　［，L巾集）、繭

（3・lt））桑樹仕立法の翻見援育に及ぼす關係試瞼　　　　　縣繊度は甥照匿（聯装芽前伐概）・稠設滞立30日前摘

　艀岡縣獄薬試瞼揚　静lll蹴隔↓第19號　昭和6年3月　　芯し秋鎧に稚鍛桑溌f辱したる後ll！峰せる新葉を給奥

　藥樹正1庶法にょり翼稠瀞：專用、静秋兼用、摘芯摘　　せるものの2械が穐々太く、概して秋霊訟に摘藥した

葉、摘芯鮒膜、’鰍鑓麟の51蹴し、桑襯1、k　る衡眺したる仕立氾ミ・卯ゆ繭綜繊閲湘liい傾向が

ソし葉十文宇㍉llにイ雍・・哺とし、宣避品租tは日1e7なfjt．JIJせ　　　あるo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

り。繭綜織既は最も太きは夏秋鍍乱く川ilにして、最　　　（349）摘稽の蘂質に及ぼす影響

も鯛きiよ摘芯摘：畠1…111～1なリ。　　　　　’　　　　　　　　　大島顯窯、松永鍵　不f川微試報策5號　昭和6年3

（346）桑i購膿標の翻晃獲育に及1ます關係試轍　　　　　　刃

　艀岡縣獄鵡1蝦賜　静「鵬讃1綱1縫｝ll告1移19號　ll躍　　　糠f御’1、摘棺A匿（掃立30日1狗）、1輔㌃耶こ（1“1二立20

和G5ド｛3刀　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　口前）、窪il証棚C醒（嘉1撃漉二101；1111ij）の3！1、ll別とし、、　rl　1×

　十文字、魯桑茂爽欝桑なlljひ、濫探城と標1郷’1に　　支4駈用ひたるに、繭綜繊度は標準1拍ζ比し摘梢せ

分け、俺比鮫斑照．L｛1麺ならしめんがために鋤照lllを　　　る甑は何わも勅々太く、殊に摘納A甑は彰泣も太琶も

饅け、奄齢間各種の桑品種を給輿す。供試獺‘粘種儲　　　他賊との差億少なリ。

口107なリ。繭綜繊度は濫採賊に於ては槙準臓に比　　（350）初、暁秋稚置用桑仙立法試臓

し概して太き傾向あリ。　　　　　　　　　　　　　　　　伊藤淳一一京都府鍛壽姻艮告策4號　昭和G年4月

（雛7）稚鷲用桑と蹴免獲育に關する試鹸　　　　　　　　　試瞼゜Wこ

　渡湿虎之助、林寛夫、阻村巌　ヨ霊戴試魏珊櫛2　　　・第1蝦　聡鑓稚徽使刑・夏刈初秋使用後梢端勢除

號　昭和餉三3月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し、ll那獲穿を晩秋使用。

（1）初秋瓢期　　　　　　　　　　　　　　　　　　錦訓1器焚芽酬叱探7刀一【瀦摘芯し、初秋、晩

　第1搬　麻：期獲芽前伐採後fll1長せるもの。　　　　　　　　　　秋；こ使川。「

　第2減　艇期獲芽前伐採後fli1長せるものを掃立25　　　節3匪　…倒li：鎧f吏用、夏刈をなし、7月下旬摘芯『

　　　　　日前基部よりG1糎で伐採。　　　　　　　　　　　　　し、晩秋使用。

　策。賊　聯期彊芽前伐採後lii［長せるものを掃立30　　　第4しil；春3，4齢∫卸ζ収葉、翼刈をなしN之詑初

　　　　　日薗享贋隆部より49糎で伐探。　　　　　　　　　　　’系火・晦脚こ使用。

　錦4櫨　聯期螢芽前伐探優lli1畳せるものを掃立35　　　第5瓢　春肚鑑副父葉・夏刈を行ひ、之を初秋・晩

　　　　　日前基部より30糎で伐採　　　　　　　　　　　　　　秋に使10。

桑。礪は改良鼠返、獄川柳よi蠕×1折江をJflひた　　鐡1・瀬は［μ10×j｛1拍をJiJひたるに・繭絃繊度は

るに、繭綜繊度は第4，2臓太く、蝉，3臓細しo　　　　第1賊最も太く、第5，4匝之に次ぎ、第3，2賊融し。

（2）　晩秋鐙　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（351）夏獄羅稚蟹用桑と翻兜畿育との關係試瞼

　界期獲芽前伐採価と種々なる再褒芥の方法を用ひ、　　　蘭島縣蟹業試験」一澗島縣獄再式報告第3號　昭和6

　桑品種は改良鼠返、鎧品繍よ支105x三還中集に　　　年4月

　付き試験せるに、繭辮駿は各［・1逗一定の傾向を認　　￥］一　y，．I」FをJlヨひ、稚鋤燦を獅k兼｝11桑園、夏秋：9，CJIJ

　め難しo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　桑閑、掃泣oO日蒋尉商芯桑園の憂葉、掃立20日箭摘芯

（・n・iS）維慧用桑と鑑免獲育に閣する試瞼　　　　　　　桑園の蚕芽よリ採Uて試瞼せるに、繭綜繊度は大差

　渡邊虎之助外2氏　鉱重縣鐡試浜匙1聯蹴昭’和　　なきが・掃立20日前摘芯桑i｝lll全芽のもの幾分細き傾

聯明　　　　　　　　　　　　　向あリ。春緬醐桑園のも囎々太養f蜘あり・
　秋期に於ては封照匿、掃立25「1前嫡芯、30「！前摘　　　（352）更秋蜜飼育上摘桑方法を異にせるものの成績
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　佐藤市兵衡、：荒河修、　｝1例距一・誠　　衣舗置1嗣1乏策297　　　醐い。

龍　昭和6年5月　　　　　　　　　　　　　　　　　（：，15S）晩秋露肚翻用桑とLての聴定立＊桑絵興試駿

　摘み下げ、嫡み上t：）y　M3齢衷で摘下IJ㌔4齢より摘　　　　　兵川‘縣鑓試　兵1Li欄1試：Ml．策5猟　昭和7蕉lr二｝月

上げ・封照の4峨をll貨け・倶試桑阪び遡躍1種は個育　　　　獄品種i．1：陵17×江1二i及び改良裾熟〉《支105　it：川ひ

時により異リ、桑品種は新城錦、改良，魯犠、九紋龍、．　　桑計、種とし，て立木1・～’こは中間木、？一ド油郎1㌃、根甜匿1よ

改蛙｛返を・言1綿種剛斤i：1二x繍ll・口110×霧1：朧・　　改餅榛、新撫ll、改良1蕃撚ll・川ひたるi・1、1繍呈繊

日11．0×丈102、「1110×支】03葱供川せり。繭綜繊度　　　　度は立木1、lll太し。

は摘み下げil砿常に耽繍llく、他の3匿には明1確なる　　（1359）竣秋翻稚麟用薬に關する試験炭綾（豫備試験）

差異なし。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鶯知懸蹴轟匙試駿揚　糎知縣鑓鑑1畿験場印刷物　llCS

（353）1憲刈桑及び夏刈桑給興試験　　　　　　　　　　　羽IS，ti・3月

　軍田治策　廣島蹴試彙報簿3號　昭和6　：lr，　11月　　　　聖1∫葦醐：利川との闇係

桑踊として改婦撫鵬・欝1撫聯伯・　鋤蹴2。脳鞘獄（1’，ll・・、’・．・20　1．聯、撒か1識

El・110・禰を川ひ・絨1令糊・繍搬刈・欄勘麻　摘伽）30剛∫‘　：」伽ζ、40　F醐書醐1、ll、5。1愉隔セ

刈肚鍛翼刈、稚鍛夏刈｝ll：鐡界刈の4槻覆比すれば、　　　甑」二す。「「107既X亥101號i社侍試す。繭綜繊度ほ秋

蠣榎刈・欄欝川：ZUt11；21メ嘔太く・郡…繊メ1”11：I　Z　鋤ζ於・ζは御1燗に穴紬し。晩秋灘にあザq纏

as刈職も細し・（｝廻」朝食司デf）　　　　　　脚1に於て鞘婦llく、晋醐御1に於て不触継1餉

（35の夏秋翻稚羅用桑育成訟瞼　　　　　　　　　　　　　あり。

　ユ1ヱ国治策・浄川軍蕊　廣A憲鍛試彙報郷號　昭9ili6　　（360コ笈秋騒稚蹴屠桑に醐する賦臓成繭（豫佛試騰）

年11月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　遡脚縣鎧繋試験場　愛ケll縣欝驚試験漉1：田rl唖物　昭

　支101×日110ノト2品稲癒）llひ、渦照、摘柵、雀ll珪棚　　　＄ilS，　tcP3　J／j

上牛部摘葉・2「酬商掬・摘梢斜1樹1南葉に分ちたるに・　　jl父穫陶数との關係

繭綜繊度は摘椚」〆卜il：IS摘葉1・蝋乏も太く・蛮螂｛匪細　　　試瞼減を、鴻陶摘探蕨、三三圓摘採賊、四1酬商搬賊、

し・　　　　　　　　　　　濡榊’1となし、脚蹴X皮101臓側臓り。繭懸
（355）葉質に關する試瞼　　　　　　　　　　　　　　繊度には各賊問に大藻を認めず。

鶴鰍鰍翻鶴縣鰍辮｝第6號闇飾　⑳）簗耀融桑の仕立瀧灘醗との關essc
I1月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　瞼

轍蹴法としてパ・プu一ル法・上laWt法・1轍　　峨醐クト3名鹿ラ端縣嫌灘捌糟第21

鍵法の踏魏ひ・その働駄りと認むるものに　號i締1昨3月
て備す・齢顧は脚・Pt（7rs　1）・　　　・　で1献欝瀬は丈1。6綱110鮒」ひ、3総で同＿

糊の練繭醐幽・幽こよ｝）・nlll太ありて・魂　方法にて飼粗、4㈱よ蝋脚捌にす。蜘、救

の傾向を見ず・　　　　　　　　1　　　’　　　　良鼠返を用ふ。試瞼飯は鋤蹴醸とし・ζ蓉塑芽前糧蹴

（356）癌翼桑樹に於ける新梢摘芯が葉質及び闘に及　　　を行ひ、初秋鎧期に登長の6割を摘葉枚縫鍛晃に供

ぽす影響，　　　　　　　　　　肌、晩i｛，kJjl、swglsL一端20・・焼窺して」藤収穫して

松本一＝他嬬愛矧羅試試騨iく｛綿鞭　　灘に興ふ。初網、縢嚇嫌桑i癌して磯頻1琳

昭和年胡　　　　　　　　　　齢行ひ、初測畷重駄嫉の6繊摘剣父難ジ乙
稚灘桑として淋了降・｛1ヒ蝦用桑とじ轍鼠を　に供用し、晩秋磁蜘・帳の61賊｛嫌拠靴、

用ひ・刻を伽肌調齢逗・摘芯臥灘榔巳；騰　ue・」FL3　PC給興す。初秋條桑獅嫌鋤肥して糧芽箭

刑澱摘榔臆謝たるに・繭徽度は酎照］lt，K　一）tsCく・　欄を行ひ、初秋聞蜘に鰻の6害樹縣條蜘・

摘芯聯mく・物ζlll澱寸商芯蘭瀟い・　　’　て」織搬にで欄し、再襲芽を晩秋llll鋤圃晦牧

（357）新梢の謝立と翻との關係　　　　　　　　　　　穫し、條桑にて羅児に給興す。以．ヒ3賊を設けて試

燃徽衛他脇愛矧騰試試瞼1購第蛾　 脚結果・織度に關、しては初秋僚・軸秋條撫1ノ繭

昭和7年3月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　太く、t・1幽照織最も荊liしo

　丈4齢日ひ、稚鍛川赤市・］ll：鐡弔和助十文字を刑　　（362）細秋翻期の摘葉が晩秋鷺の作柄に測ます關係

ひ、標準臓（1技條K｛．r葉）、　上‘1転1砿、’ド傘匿に分けて　　　試駿

飼育Lたるに・繭縣繊度は上｛帥llは太く・下牛圃は　　　伊吹1樵顕栖瀬十郎　外2宿　島根躍試報告節2：｝
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　號　1暇不rl9年3月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（初秋金穿晩秋摘葉）、第3賊（初秋密誉芽晩秋摘

　　聯晩秋兼川L］嘔　全齢匿｝的薬給興　　　　　　　　　　　　槽）、第郵ll（；初秋ぜitl，iヰ1’N，（affiJcイiiti：躯）v第51・販（初秋

　　春晩秋兼Jlj乙1、貫　薯1臓期伺II勺2湾亀給01↓　　　　　　　　　　　摘椚晩秋摘梢）、錦6甑（初秋diili葉晩秋摘薬）に

　　轍初秋兼用甲匝　翻1［缶円的桑給興　　　　　　　　　　　　剴照慨融設けて試験す。典の結果繊度に關して

　　聯初秋兼用乙li？，1糊Jl期目的薬給輿　　　　　　　は‘膨3剛繭太く、鶏趨1、櫛1礁螂1鴫とに次

　日110×丈105を用ひたるに、繭綜繊度は春：k刀秋兼用　　　　　ぎ、箪1賊、節瀦11｝1£最も細し。

　乙畷最も太く、仙ほ火藻なし。　　　　　　　　　　　　　、　（2）　聯秋兼用桑園の場合

　（・363）稚翼i用桑宵成と藁顧艶≧に潔との關係試験　　　　　　染芽！1賑摘1；i㌃賊・摘葉圃に鮒照1　1読設けて試瞼

　　松本・一二s　hl野」劇ll、田rl・：絡仙3名　澱知縣微業　　　　　せるに、繊度は鮒照iltel最も太く、企粥哉之に次

　賦験揚報告嬉7盤　lll拝ilg年11月　　　　　　　　　、　　　ぎ、摘梢1・lll最亀細し。

　1，稚獄用薬の桑育成との關降　　　　　　　’　　　既　夏秋期稚鑓用薬として育成せる杢芽の調藥法と

　　國蹴厩10襯試脚朧尉｝脚；、摘伽’IGI軸二：期／　　鑓との關係

　　前條の先端4，5寸摘納す）衛封こ甑（帰立20日前5ヒ端　　　　llili蹴期超お1慣（璃告劇鑓2齢剃粥噛｛1鞭芽）、策2嵌

　　4，5寸捕櫓し、鎚に上～卜部鮒敵￥三し：ll雌芽せしむ）　　　（1齢一3齢瑚桑）、錦1瑠1（1齢一3齢劇芽）、1膨’姻

　　の各畷とす。繭綿織度は欝照賊太く、1商梢岡、益　　　　（11｝伶i・d3齢～街樹；1）に分け・肚蹴は阿1｛喪に衛跡育と

　　琳荊れも細し。　　　　　　　　　　す。薬は脚購しi號川ひ・蹴1挿Rは初秋蛎晩秋
　2，稚微縢硝成と禍二阜1眠の關係　　　　撒irr　PT　ZIO×支工06な1，。繊度は初秋期1沸3砿

　　雛立の早晩により繭綿繊度の細太粒見るl！こ・三鱗1・　　　最も太く・飾郵ll之に次酷嬉21転錦1脚1のPKiに

　　にあり．て1；itY照1照駐々太く、摘棚磁び，恥琳1瀦　　細し。晩棚1は第1圃瓦太く・㈱1・W“鯛β’1之』

　　勅舳選傾向あるも、晩儲にあUては各臓間に藻與　　　1こ二次臥策郵1こ最も細し。從って一・一一般的に見れば

曝　　　を認められづ♂。　　　　　　　　　　　　　　　　，，　　　　　　　一・定のf頃向なしo

　（36の夏歌期肚蟹用條桑の醤成方法か牧藁搬蛇に鱈　　　（366）糠方怯の如何が酬質蜘礫鰍鰻に及

　免に及ぼす影響　　　　　　　　　　　　　　　　　ぽす閥係試験

　　山内醜樹、現三E園憲就政脱島縣瀬当亀試瞼捌響r　　佐光欝一貞i；購ll府鍛試報櫛號昭和11年6月

　第22號昭和10｛ド3月　　　　　　　　．　　　　翻品穂よ初秋日110x支106・晩秋丈10G×限10

　鰍期糠月傑の育麟蹴∬註の際　　　　を月」ひ・試脚畦は
　　餌1融1（糊麟）、鱗・‘（糊摘畑・阻臓）、第1　策瑠下向1燃

　　蹴（界刈摘芯摘餌覧採）、鋤駅糊欄｛・剛伐　　第蹴」・向言繰

　　採）、第5賊（糊・醐｛㈱蝦け、1，聯蜘・k赤　　㈱城1，2蹴芽桑駒1細罰・以齢1臨・
　　市、3齢期は改良鼠返、・lll：3：期も改良楓返歪用ひ　　　　　　f馨ず。

　　たU。澱品種は初秋醐期はFl振支106、晩秋殿期　　　第4峨1・聯は癖簑駒擁図より・以後第2圃に

　　は日110×支106を用ふ。繊度は錦3甑或は第5腿　　　　　　螺二ず。

　　最も、太く、・第1駈蹄爬傾肉あリ。　　　　　　　　　繭綜繊度は初款は第1膨1のみ舳し。晩Xtkも岡搬。

　（3G5）鰍期糊用桑の離1鋤r二冑成ageの調桑　　：」1　tw抄鱈號（136）（エS7）（313）（384）（41の参

　法耀勲鷹す辮　　　　　　一竺・　　＿．一
　肉内置樹、現≡摂園憲三　瞬当児1：占獄試報告飾22號

昭和ユo年3月

1，　稚獄痢桑の育成法と簸との聞係

　桑は改良鼠返凌用ひ、初秋、晩秋共に日110×支1

飼育の（14）肥糾の種類（線肥、堆肥、人糞尿、

澱蝋、魚肥、穴竃粕、硫安ぐ藤才1’1ぐ鯛粕、鵬糞、

胴次窒索、’骨粉、智利硝贋’、燐酸川巴料・蝶）（鍛

験例9）

“06を用ふo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　薬晶種、飼育暗期、鍛晶種等により一獲ぜずして

（1）　夏秋鑓卑用桑圃の蓬み合　　　　　　　　　　　捌然たる傾向を示すものは殆どなきも、概して入糞

　初秋数期に発芽臓・捌髄ll・摘葉鳳封照減を　　尿・大凱郎無燐酸Jj巴料・」制巴尊太き傾向あり。而

　設けて試瞼す。：j＃の結果を見ると．繊度は登芽　　　して人糞尿、大瓶粕は報こ肥よりもヌくき偵両を示すo

　嫉最も太く、摘撚骸最も細し。　　　　　　　　　　　無肥料戚は最も細し。側硫安亀稚々細き傾尚あるも

　晩秋期には第1瓦（初款登芽晩秋杢芽）、策211碇　　　のの如しρ
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（3G7）桑樹肥料種類の繭質に及ぼす影響試、瞼　　　　　　　　　1、。次代は7割澱置1手13々太きも興他にありてω：穴

　茨城縣簗2鍛試　　茨城縣昌第2獄試試験隈侮第工號　　　　　憂∈なしo秋IJJ：7割減1・1臨栂1奪準1置糟々太きもしメ沼㌔i懸

穴疋エ4年10月　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　しo次代は・［コ割澱［1ぬも太く、　5言1埆圃最も細窃

　金肥醍、線肥匪、邦…1肥暉、難臓随と4國男Uし、鎧　　　　　もその麗侮少。

品種は支4x同1を川ひたるに・繭綜繊度は堆lj巴II鯛饒　　　（3）肥料要素な7嬉にせる桑葉と鍛児との聞．1華

して太くb金肥llSllと線1鯉・；tl　Eの問には大難なく♪1剛巴　　　聯は日工、丈4、秋は0107㌍i」ひ、無鍋嚢囲、病

械より勅々細し。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　素11，25瓦N／f’；、窒素18，75醐繊、窒累36，25鋤圃、無

（26S）肥料の種願と桑樹及び謡との關係試強　　　　　　燐酸薩、燐酸11，空5通減、燐酸15κ乃Illll、無加卿賊、

　近薗鋤日｛爾劇　螺蝿羅1試・照聯2競lllt　力鳴7，5崩【｝ii　1加煎5∫伽1とし糠翻1ひア，雛、

和5年3刀　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．繭綜繊慶は春は蜜素11，2晦紐鷹、燐酸11，蒲1〔Ll蝋是

工・畔瞬醐と繍醐膿児との關際　　　　駄く、鰻15憩1賄　く、無鯛個最も轍。漱
　聯鐡日1號×丈4號・秋鐡×斐1き1鋸え日107蹴供　　噸鱗酸照、燐酸工1，2∬∫雌1太く、加E15聯糊

　肌・講厩を劒巴專川五ll論脚給肥伽ll‘・　　きもその趨顯署妨ず。

　自細醜朝」砿・無”畔1腿の4匿とす。繭赫繊度を　　⑬70）笈秋鷲唯窟用桑に關ずる猷薇成緕（豫備試瞼）

　見るに春は金肥嵐給肥Olり由及び金肥專用ln‘稽々　　　愛知縣鱗i聡誠臓場　as　S・11縣灘襲試験勘印刷物　llll

　太くして、無肥料甑、肉給ll鴎U山糟々醐し。款　　　那「ls年3刀

　鍛に於ては金肥導用甑最も太く・［i｝給肥專用圃之　　　肥帯斗の種類との關係

厭ぎ・側巴料剛・・もllll・L・　　　　　日10励・丈101勢駐。鵬の麟1は、」1【｛肱大贈、

2一騨瞬蜘晒翻窪・魏との辮　　　　鰍・人蘇、負蹴糠、徽麟酬勲｝？¢
糊支撚総1ニロ07蹴1脇　糊照1と「「IJ　瀦とし磯けたり。拙・・網臓して制巴磁
融り・繍徽は糊に’｝・　Vて齢肥馴1蝋　　肌・カ・勤不駄鞍にて、轍郷∫旺！矧鱗

も太く・購肥馴1蹴に”拙渕巴棚i及編セ　燐酸砿にて細泄リ。共曜鹸鰍観駅、
麟給欄：服撫浮illし・織にありては剣巴鮎｛　衛辮鮫鰍雄鰍撒力笹御鋼に＿脚傾

　用甑、金肥1ヨ給肥O［t川賊、由給ll限猛川賊は大藻な　　　　向を認め難し。

　くづ購月巴’9’「臼£責乏も荊理しo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（37エ）　趨児飼育試鹸

3・”酬の鞠と次代難嘲f系　　　　　麟総牒撒揚宮rr寄獄「撒聯蹴1繍8・芦
聯凱く於で制巴馴田旺ユ齢太く・仙の画ζは大養　朗

なし・秋鍬嗣て臨肥椰1磁も太く網柵　　ぎ剛歓17・灘如鰍嫉105×騨7を脚、桑
甑創巴馴」脱に擢論月期糊四料伽眼　l／Ol肥糀置魏鮪ノ鍛との隣醐べた。

欄し・　　　　　　　　　　識蹴襯lll、大研醸、脚巴i叢、鵬鳳豫
（369）飼料試駿　　　　　　　　　　噛　　　　　　　肥臨　人糞尿匿、硫安1，1、鎧蜥嗣、無肥料照とし

高矢噸試高知Z：試幽聯蹴ロ弼秘年明　　　た。此の繭綜繊駐の鵬観るに、魏晩椥くて
（1）窒轍”畔陵異聴る桑葉と欝註の關係　　その＊nl　E〈の順伽；々にして一定の傾峨見ず。

　日1詑用ひ・人糞尿・獄蝋・魚肥・堆肥・紫雲英・　　（372）蓮敵性施肥秋麺稚羅用桑の騒免、繭質蚊に桑

　大豆粕、硫酸アンモ＝ヤの7匪としたるに、繭綜　　濁の畿育に及ぼす影響試験成績

　繊度は聯期は人嚢拘1肢も太く・大翌才白賊・硫安　　　　岩響三簸試　岩手鎧試彙報錦5號　昭和S年4月

蹴レ軟ぎ漁鵬1・欄巴瞬田し・次佃娩肥　　酬蔓・明瑚瓶7月5F肺、閉10瞬、7月15日

臨蝦難太く・魏鰍・ソ“豆獅獅し・秋期　掃の蹄霞於り。肌柵幅以外髄妓健鵬糀施
　は人糞尿臓・鍛蜥城太く、堆肥麗細し。次代は人　　　與したる桑葉を給輿せり。鍛品種は日110×支105。

糞尿畷も太く・大蝶賦・獅正猛之に次弘紫　繭糸織度は酬些i晩7月5晒蹴く、7月15鵬厩
　雲英！置最も細しQ　　　　　　　　　　　　　　　　最も藩田し。

（2）施欄燈韻にせる桑魁灘との麟　　、（373）桑施用髭鵬碓鰍舗との關係識
灘皮4・秋日107醐ひ・聯玉f［’［・5翻臨10　榔占縣灘、撒場儲縣鰍9｝・階卸7號II召11n9

　割」鯨置［・15｝劉」曾長ζ、51穿U滅臓、7割減圃としたるに、　　　年3月

繭繍度1堺は15割獅逗・・も太く・1蜘職赫1　　脚r5・！・麟脚X金う窄、秋丈1。3・ri　1・。、鰍・



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　囎
策號〕　　　　　　　　　　繭綜繊度と餐灘法とめ開係i論丈鼎1ξ合抄錬（且D　　　　　　　　　　　　　51』

日110×粟10：㌔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　肥料樹1、鷹烈1ヶ施楓、燐酸構施薩、力1岨」曾施ll，　C；　1冶

　昭和6年は聯鰍9x金費、秋支105　X日110、［艶秋　　　灰柵施圃、線肥jlt？施匪の別とせり。

日110×支105。　　　　　　／t　　　　　　　　　　　　　　　繭綜繊1£tは無肥1蔽、5割湛麟巴峨納々細く、典他の

　昭和7年は滞丈4×1歌1．6、i！亀秋支106×Fil10。　　　　減には大ぬなきも伽∫オ「しも蘭2ilJ：y太しo

　ll群ll8年は滞口7、秋日110　x亥106、晩軟皮106　　（3｝76）施肥徽iを異鵬する桑葉と鑑兇嶽育との閥係試

×日7。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　瞼

　桑品種は改良風返なり。　　　　　　　　　　　　　　　　i劉尚盆置試　同；　1，績報・｛！1・　昭和6煮1…3月

　試験匿は無1把料、Jf醐巴緑肥、大厭牙：酵？利硝石、大　　　　撰f樫iは肥料成分33要索言二棲準澱力剛巴し、倍倣11砿

豆粕、魚肥、硫酸アム篭＝ア、人糞厭、石次窒雍、　　　は3要雍登郁倍徽雄肥し、艦索1詮酬jIL蹴た鑑嚢のみ倍

無燐i酸、無加羅の各Illl；とす。　　　　　　　　　　　　rJAX’施せリo

繭縣繊度粒見るに　　　　　　　　　　　　　　　　　　　試朦飢1’IStJ

　聯は各11111問に大藻なけれども、無燐酸、無加互llh　　　　窺㌻1畷　概1測1’賊

　大蔵粕、堆肥線肥、石遊密索の各ill’；太く、他1　llは　　　隼2絨　稚猷倍’fi匿

　細し。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　策3槻　肚撒倍鷺lll’1

　秋は魚肥、硫安、無燐酸嘔太く、無肥寧：臼罎細く、　　　　駕4樹；烙齢倍臓賊

　伽1i鍾は中醐なり。　　　　　　　　　　　　　　　　筑5圃　稚澱い粥酬］いll

　晩1秋は各槻間に大麗なけれどrk　）無肥料、硫安b　　　　蛸凸i・：t；｝11：蝦艇瑠ξ過用圃

　人糞尿囲細く、大駈餅縣無燐酸賊1ゐこし。　　　　　　　第7剛　鰹1題【窺素過脚「t

　“ljSi3肥賊と比較すtivぱ‘劇巴減太し。　　　　　　　　器は波硫、秋け：i：1107を仙川せり働

是要するに鋤畔嘔嚇匪1醐向は荷鞍なり講奪燐　　繭絡㈹難瀧沸鋤1最も太く・M61，E撮輔llし。

　酸、大豆粕等は太き｛壌胸あU。典他は一定せず。　　秋は梱試遊なきも錦3麗・第7賊最も太く・策6

（374），鶏鱗施用桑の飼料帥慨値に關する試籔　　　　　賊最も鵜し。

冨秀雄、山r－1　fiV　一一畳崎縣嶽螺燃謹1躍櫛4號　　（377）慶秋闘稚鼠用桑に關ずる繍鍼締（豫鵬熾）

噛11糊　　　　　　　　 。響繊試愛知螢蹴F剛物脇昨凄；月

試脚龍雌灘恥消【，鰍蜘。分け、蝕撮　右醜熾の階
酬澱撚1戦、｝1畷覇鯉に粉す。撚1輌1とは堆　　　試馬鯖謄酬1櫃・牛聯’1・倍照面禰’1縮奴。

ll巴、勤、大臨轍。…ヤ、麟酸欲、　飾轍「！1°7號×丈1°1脅枯碓lll荊・繭徽灘

轍爬襯含灘せる勲瀦興減とは」鷹澱　鰯・1鰍鎧に於てf胴L諮剛l」厭融し・
沙、鶏糞（乾）、硫酸力目里を混合施肥せる桑を給與せ　　　（37s）窯索質肥料過用桑給與試験

る励り。桑醐桑酬1ひ、欝，鰍丈ヱ06X麟　　馴醐欄～外賄獅綴試娼聯2蹴1㈱1
0，刻06×日7、騨8×丈16、同7×皮工06を用ふ。　8年3月

繊度は、繊鱗｝11、欝隣【1、欄：槻醐1、微霧澹匹肋　　榊臨稚釧膣糊∫服蹴鋤縢羅用玉砿・

爾巌太く、他織は之に反す。叉稚鎧標測1澱梛鞠1　　登齢窒素颯1脳に分ち、雅は1欽16×丈13、晩秋は日

と稚欝鱗｝i！澱擬準1齪との酉胴纏慨認め難し。　110×支102鯛ひたるに・繭M徽麟蜘溌齢窺

」醐蜘翻（282）滲照。　　　　　素翻職も太く・轍騰素過1臓之畝ぎ・他

贋の（・5）施面轍画　　蹴盟よ灘蹴讐素脳’繊騰
　繭綜繊唆は概して多肥料帳太く・普飛！・：’1之に次ぎ・　　（379）施肥料を異にする桑葉の第5齢馬桑としての

瀬敵は欄畔隅序田し・　　　　　　㍉聡勲に雛細測二及ぼす影響にtwで
（375）桑の肥料と麗の畿育關係に就で　　　　　　　　　地引男舌作　熊塞懲試彙報第5號　昭和s歪搾月

　岸田儒治郎、田中泰i二、前田義濡、倉光敬蕊　鳥　　　　鑓晶種は支舌×日1、純優白x純金黄、翼7×隊7、’

取鑓試報告錦1號　昭測2年5月　　　　　　　　　　　　　丈13×隊162用ひ、その孫々に付き多肥料桑、普通

　彫7號×皮7號、（支9號×X’“101i）k）×Fl　106號、日1　1」畔糠、羽期巴料桑の3U’1に分ちてi、幾瞼せU。繭綜繊

06號、（：支101號×支9號）x日107號e：供試す。試験　　度は￥ij、秋、晩秋砺山じ概して多肥料颪最亀太く、

減を標準減・撫磁申1卜匿・5割1劇1帥’童・5割jlケ麗、　fl倍　　　唱午弛肥料匿之に次ぎ、無肥料匿最も憩1し0



52　　　　　　　　　　　　　　k　　　綜　　　綴　　　碓　　　誌　　　　　　　　　　　　　〔第十巻

　（3SO）蓮勲性i麹蘂肥料垂肥桑と飼育型弍との關係　　　　和6年3刀

　香川鍛試・香川微試試瞼成績要録策3號昭和9看ド3月　　　1．　日照の多寡が桑の葉質及び灘骨縫にノ之ぼ・端杉総

　桑品種として糊∫・改良鞭置・改煽纏払速殻　　に1抽・ζ1，網107を用ひて脚匡鞭る眺1牒防止

1蝿素肥料として硫酸アンー・：・　aヤを用ひ、給麹賦　　臓融1蝋蝦のll脈繭綜繊1如こ勲認嗣・。礫、1占

　として春は醤迦育・補灘u9、蚕芽育b給桑減同ll、　　　　種ノ曳ツ房）

秋は舗育一磁育・繕毫蹄蝦としたるに・繭継　2．難の摘聯附：鳳歯1粥祉の關r紋f彊・qよ』

徽は給桑減剛・ゆ塀｝に陶・蝋多肥搬撒　　細徽」蝋返護照撫ilo7酬ひ・轍蜘焔
したるもの1よ㈱桑を撒したるものよりも轍太　　に・禅鱗’1一階丁；、軟獅ll、硬卿1いll麟1次葉

き働あ観・∫馳の飼撒旺式に於ては糊鋤辱一　　1・liE・欄醐蜘敵付き窺るに、繭灘媛鰍au

定の蜘1藍蹴難し・　　　　　　　　第功1に於て劇蝶太く、秋鑓震31甑於・cr　t．kut
（381）多肥料桑の鼠児に及｛’xeす彬響に關する研究　　　　準麗が太い。

　佐麟治・奥1‘融榔埼三眼試照聯27號昭　3・葎鰍鋤翻桑と夏轍鋤」藥の勲の騨に
＊fl11・lta3n　　　　　　　　　　　ては・捌月一丈字、改蝋靴月1。7に給興した
　謙桑制］ひ・側齢1・iVU”JJ巴i・多月臓に分ち、　　るに、繭細1卿・∴定の蜘肋し。

瓶初z’k・噺炊捌稚鋤MII・鋤」痢加扮ち　4・桑の品概灘擾との僻｝ζて獅、大蕪喰
給與試験せり。適肥城は硫安9，4∫舐・潰燐酸凋次3，8　　　穫　一一・改風、iFll助十文字、八ツ房をη∫ひ、月107

臨硫脚鳴2β砥の鋤ζ糠・多脚礁その倍・m・　號に撒したるに、繍搬に於て敵蝕腕
なりとす。数凧種は聯は隊17・｛叡J／「！工10を用ひた。　　　ども・八ツ房勅々太く、大葉穂・嚇1！1き｛頃胸あり。

繭繍駿雌鋤賦瞼鰍轟醐圃・駄く繭肥rl竃　5・摘葉同撫灘礎との1㈱讃て翻助・卜期・
之に擢・多肥瞭繍llし・欄l　l臨撒1・cqよ糊　　t・　N　107に給興し・エ，2jlJl摘獅ll調醐獅1こ、無

の布均では糊籔詮異なきも・徊育時期別にみると灘　　　摘薬駄と分ちたるに・繭綜繊慶は工期摘漿俄のみ

は三講殆んど差異なく、秋は適鵬II琉、多肥甑太く、無　　　　　蘭しo

肥聯1し。　　　　　　　　　　（3鋤戴の繭解害予に及ぼ粥響
（382）多肥瀬曙免に及附影響識　　　 塒敵鋤外＋IL・x鰍麟瓦欝鞘餌痴1鐸
　留秀雄、rll　il．1留＿一畏崎撰試帳第4號昭和11年S月　　　和7年3刀

試鵬鰍臨1！1澱詮歯初翻1嵌撫ll醐・　日工。7鰍期鮪し翻誤の繭織度は、

適鵬多鵬とに分ち・言圃1康リ・桑禰・工旧継を撫す・桑葉（八・励笥・榊照、、
改良鼠返・糠（郡蝦1勘lll・跳ζのみ給輿）翻1ひ・　　口翼働止曲・比し繭綜繊1梵太い。

鎧禰厳106・日工10・支1°e，・日7・日7液10G・　2・硬鞭齢1善・・する難（嚇1、糊秋細ll）鰍

丈工07をfns7・繊度は遡最峨最も太きも、多肥賊は　　　　軟葉巌太く、硬葉賊細し。

無月脳抽太き傾向あり。而了して欄期に於ける影　3・ノ1｝途別桑にては斜ll，肋繭＊．織度太く、鞠塙

響は｝II：獄期、或は登齢に於ける膨魏よIJも少琶傾両　　　少い。

あるものの如し・　　　　　　　・4・桑禰で献勲いが試葉灘、八ツ駄い。
　興他・抄録番競（282）滲照　　　　　　　　　　　　（3Sの夏琴火翻唯魔用桑に關する試験成綾（豫備試験）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日射最との關係
　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

鼎徽は日照不縢撒の齢副ll燭陥1よ　脚襯・丈10正號試騨罎齢融ぴ墾照振ゆ
蜘し・・圏 @　　　　　　2慨し謹齢llよ馳15購よ蝋騙の鯛
（383）聴桑と翫鞘ξの際識　　　　2之ぴ螂に鰍融て芦餓卿たり．㈱徽
　細馬韻試　圃島盤試報第2號　昭和壬年3月　　　　　　　は甥照擁穂々太き傾尚あり。

馳支7・日ユ榔・日1°9・如・酬・ひ・鱗（387）照穐の場創・於け髄燃藻蹴糊

唾の（・6）・照不足轍㈱…）1．　愛耀試醐試職郷「ls糊

葎講暴謙鰍轍リ゜醐度蝋欝脊犠欝値灘禦
（鋤葉質と靴病㈱）　　　　郷・概釧徽・脇識・、、分。。糠糊
片寄敬之助外焔愛知鐡試試瞼報卓齢3號昭　　肥岡・特別施刀巴匿、標準施月躍淋鉱、tF捌施肥覆蓋



第翻　　　　繭鰍蹴孕繊法と曙騰丈齢掬景（ID　『　　　53

　遍とL、たるにb繭糸糸織度i　‘　“｝／［（，・：細く、1隠淳‘力鮭肥覆　　　　　　　　　　　　　　　するものo

　灘最も細し。　　　　　　　　　隔日給・1幅2…51謝　剴隔1｝にql3同給財る

　　爾6砺特蜘料（、、、懸、繍い　蝋撒吋　　　　ヒもの・　1
　　箱桑、降茨桑、イf礫、病韓、瀧、桑、凍害桑、泥　　　　　4齢ril給蝋11｛　4［齢sl1elii：1LII給「鰻寸るもの・

　　桑、」，亀害鋼）（：rU・帥ll7）　　　　　　　聯中給財1き匝囎苛鯛1φ・劇給輿する　・の・・

　　椰蕨れば隔藁諦、し薩葬。了［「爾1　鯛脚謙1・以後峨迄矧購ロ帆もの・
酬鰍一。蜘】、、鰍蹴荊備・。　　）・1（il；uail；ki　；’r；繊・畑脈降榊紬卿服きに翻ll

（糊麟駆職撒纏難與識　　　　くな・・次雌嚇q…51鞭襯i・太酬既い・
　　明翁弘　外2名　東鑓　欺1！事報告第29號　1り摺1；；9　　降次嚇給曝期i；｝1長きものは細し。

　d醐」　　　　　　　　　（鋤糠給與試瞭
　　．翻勲，眠　∬1讃，，、川ふ講【、孚【濟・賊（・・f欄照　繍縦い1撒え・郎松’1∴ll隅藍鵬購第2號

　液）と棚1嘔、・、紛［プ轍瞼す．禰捌i・禰1姉　畑£勘糊　　　　　　　『
御酬綴伽嬬．rs・a．畝鰍麟。も糠・　鰍ll置lll諏・綱嚇・’…リビ』チ‘1；ノノ刷9豪な

輿へ、以後磐瀟な以・軌　11榔イ勲孚聯、、、撚　破　lf・猟“L・川ひた・　｛1‘脚1一聯∫蜥馴從藥薬給

綿よリ太し。　　　　　　鄭瀞轍撒給即副囲・1’たるに・繭興
㈹鎌纏纈諏　　　　　麟唯・’硫齢淋鰍1岬こ太く・醐欄ll：鎧獅

　　伽鳳郊lli・　2名螺撮1、鷹告第耀明　Ill榔歌熱繍襯糸・1恥幅綿・

，治ご脚2月　　　　　　　　・（393）婆縮擁葉纈繊
　、一鮒勲卿沿＿1髄峨頗蘇，照　榊欄外1名松繍ζ鰍「鰍襯蹴大IE
　　難）を以・乾鰍るも・の（叩）及び螺を蒸氣を　耀月　　　　。　．
　　肌て2　tit；．蒸した、後、甲嗣，脚撚賄疎．　・脚；（健染、給興）・鱗・1㈱繰）・鱗旺㈱

　　　るも。（乙）。蜘灘酬1・リ酪輔，麟撒、迄糠）・職㈱輝索）沸蝋聯繍鵜
　　、㈱興、2齢給興、411漁喚、鞭興嘔、こ分　聯1（聯㈱・錦嘔㈱より㈱・蜘1｛㈱
　　けて鰍し訓に棚・臨；魁鐡’、繍・：二側，よリ糠）・鰍断い購糠）・餌蝋聯糠）

　　第翻噺賊鵬誰～烈騨眼もブ臨2　の蝋と田繍を71厭るに・㈱搬㈱1L嫉
　　㈱輿醐之歌ぎ、5柵蜘職酬く、5齢　‘1鋼・く・佃・L麟燃も・蜘劇劇蝸策鋼・
　　鯉乙ll・，1　s蝋撚翻訓釘脚岬蹴してs川　鵜蜘こ継・第蹴｛醐疎1飢1漁し・

　　　し．而して甲、乙碗燃も解・姐，。　　　（：鋤嶢岳鰍の瀬欄完に及ぼす影響蹴で

　　2．糠勲以て1綱一の；撚鳳リー獄瞼す。　棚搬郎長野鰍1艮韻1號焔15糊
　　鰍2齢輔後給・嘔1［聴・肘．榔緬妙石丸　工旺白・」餉・耀i酬胤糠5％内外添加せる
　　　f、．・J．繊脚2細棚欝合興・1、1㈱興乙i、・騨望・　も…灘添鰍後羅各しt・　’・］もの・雄瀦嚇

　　　1、駄端々太く課麟”・蹴2戯特繍1｛し調　水にて言」b・Z，L7　，も呪イ乍リ・融剛四醐のオ日異

　　　して・1嘔は乙騰闘曾嫁き餉莇。　　　㈱柵・・緻せる1”・備辮膿厳嫌搬るもゆ

　　（39・）纏の紛と蠣鞘との關i系　　　繍く・瀦馳なけれ嚇lllく嫡臓砂し・・

　　　購新不繊識，階第4蹴明繭・｝朋　　騨）春灘に鮒る臓蒋により糊鵬賦駿
　　　日繍を脇q1匿（水分嚢散せざるもの）、乙1・・｛　尉黍鰍岩手鵬翻聯121vip．昭秘糊

　　（，紛11畷散）、佛1（水分2割蝋）、T　1／s：1（・紛・割　1降酬ひ・　Lt’z］・！1C・U，V1㈱縢）・剛1㈱駅地下

　　蝋）の蜘・分拡騨繭辮鞍燃頒散多き　霊7鴫蠣）・燃鋤［融1聯11奈川縣薇より
　　もの鰍卿し。　　　　　　　の楡鹸蜘下室3日・磁ll｝ζs日・地下鯛貯M）
　　（・9・）驕鰍繍凱た礪麟弱蝿傳　　とし口1醐育す・i醐轍徽磁瀕芽融桑lllが
　　　長野騨源鐡鱒継所歌1醗、階第蹴大iε13脚　紺・

　　刀　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（：］96）漱鯉期に於ける冷藏桑穿給與試験

　　微品種は新崖をIilひ、試瞼匿は　　　　　　　　，　　　　署手瀬試　腎手澱試報告箏12號　昭和咲崎…3月

　　　標　　準　　匿　噴出瓶を給功させざるもの。　　　　　　　繭島大葉及び鶴田遊f1辱用す。冷識は39日闇なり。

　　　湘繰興　｛2一燗㈱各醐離】1日3同繰　日107を飼育す・繭線徽鵬燕嚇iil』。



　　　54　　　　　凱　懸・離　礫　儲　　　　佛・［・協
　　⑬97）濡桑に關ずる試駿　　　　　　　　　　　　　　羽110年β月

　　　鶴鰍徳1∫描・糊細・號昭i階・月　　鞘糊・礫略、隙占；11媚卿，，・1晒鮫、欄

　　　蓼7×陥日1・廼胱…舳撫・臓崎藷｝職附脚tfin　pJ　lw・二・・瀬，，，⑪

　　瓶綱せVo　ikli繊1吏峨・脚で・繍奇蜘・．稚照ト，1齢）激、螺，

　　彗多き繍臨ソ識…1・・鹸剛脇（濡　A．・舗添顛…Sl合’

勲し）胤・財る…麟1糠轍L・　支1・・。晦川。一拶蝋蜘剃蜘、
　　醐｛1和5搬桑縷瀬　　　　・醐卿カー轍）、脚（鰍トリ
　　　躰鰍蠣轍・聯S贈1禰・・刀　　・），t伽（氷嚇）、蜘聯粥、U．，ツ加
　　　杢㈱糠楓稚鎌謝繍馴・蹴11繍　　一・）沸蝋。。、、。、、二，、欄（糟1の、

　　理騰難饗興酬・捌Eし・・湘弔脚・胤　
魏嚇楓・測㈱ゆ、，脚。撒　　て護鵬’臓した…翻搬麟㈱糠給　す．，枷衡、楠、’，け。。。鰍繊1蜘1

鱗購1　　1訟叔繍興　に　鱗11’：訟蕪　瓢1，、騨・濁

　（399）鵬泥桑給興識　　　　　　1“．餌1・、添食の塀ll

　　醐卜1ガ1欄謙｛聯・號・陥6糊　　支・…晦・・、欄（隔酒）、鱗ぐ蝿
（1）’鰍期委繊・於・・試瞼　　　　附）疎・堰（・か・・翻脚、鰍粉）瀬婬

蹴灘撒燃騰黙1繕鞍驚1サ　1議
　　繭鰍慶1搬撫・1欺…㈱期・蝋　・…・・蜘鰭腋）嘉秦轍

G懸懲蹴灘撫關罐翻獣，、、巴堕竺饗塾塑・L…

月新＿，鰍＿。後給＿＿脚騰慰星騨壷矧
穂ま脚7・姻1・難月」ひ、細繍激良赤嬬　 f可糧繭辮職の繍ト惣・蘇瀧珊ざ才し
桑政蝋返醐ひたリ・　　　　　どく，・棚楓脚端赫・繍・徽儲πくな、禰

　　繭綜徽1よ1口．後徽1・・1戦も太く・伽後給膨興縦　あり・

軸侃・　　　　　　　　　（4吻煙の原駄及！講關係試．験
（4

R繋難隙舞、號昭舳，，講ll轡・欄一・鋤繍9號

藷瓢灘灘膿惹誠欝1　1鰍簗鱗灘
、．輿）礫楓鰭難翠（”i・脚鰍）・・剛騒・し　（・・4）光線識

鹸馨灘篇轟灘義響　。　繍1・外一・欄一灘蹴
醐秀畑鰍瞭島鍛1鵡”1’繊昭　小・：i丸糊・・、糊脚、色、赤鱗鯖
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色、　紫色b　烈1亀で色の”Fiこ・ぐ賞灯、守したるに二、　睡LJ糸町冨難芝1：k　　　　　　　射・）a）5レ・£を郡ヒく。　恥41、1．6⑪’L“fJk温圭イ蛾挙f’：㌃・V：’るもの

零睡しいぐ部∫Lて色稲｛ナi・もプくく、　・卉ミ1色lxl、　・湿ご漁1．糎∫と」｝一．欠1ぎ髄、　　　　　　　　・なUo　糸歳L肇1、1：角㍍411碇、　督Σ「～！1砿、　角㌻61・II｛4辱1こ’1｛’く、

勇匪色1，lt：〕写とも患田しO　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イLl！1・う1「こi．Il　fi「〔fイL・Q不i「t・くr系川1，Q

　秋，IJI）、ヲ［多舌1飛1こ1（しヒ勇鷲で”ft　l献ご、　マ1℃でfL「1記こ太く　、　シカとで色ll冒こ轟ヒ　　　　　2．　　11塁〕卜】力虻勇千il・1『㍉｝UI潅鄭1灘

も荊竈し。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マ爵jUl「：1ユ勢最粒川J　T．S・－C　1｛式纒竣・・」“。　言丸募窺1・砿｛よ角鱈コ．1・碇（イ｛践二i腎

（405）翻とレントゲン放射線とのfS；］｛系試強　　　　　　　　　　　云’1辱手よUノ芝収聖jl月∫鮭マ添Hユft’1がC・i3’j’）、　ψ幽2【1砿（∫叉ll尊」り1　il㌃

　　「旺rlり1　高64ヒ、　ソ（不f，久’zai（i　J乏Ψ｝県落イ公74く届ξ∫碍i・1至与噛忠∫査1可艦餌〔　　　　　　1華耳11F、り方勤吻・1・）、　イ払3i，1“1（fXC　1i［Wリ！it’［乖蓬、1：リリP／riイヒ祠ti　n∫竃亨訂：

．jP｝、艮千旦｝｛膨2勢后　　プくτ1こ11イ1こ2月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　四1．1円方tci：」“）、　：∫IC：・1］，を媛（琉1学・fヒ角1j　El　l　IL三！カ’ltl－ISI’）、　｛算5！・破（｛Nt

　　日10騒び1三1105xナ7．・TJ　T・’　；」“　：r．ノ湖17卜、標準　　・ll蹴和：叫，齢1川測川1［1嚇賜1’）・’榔i’li（無放

1、肋夕卜、脚畷3［lrl、5田1、7田h　gl目h了o日　　射）繍堀。繊蘭．；：隠圃∫耐汰く・｛鯛副’・艮荊Cl

01・r＿　レソ　ト　ゲン鯉泉1こ105：｝㌦ノ之’f，ノ：：IO　”LllElヵ，tt’llJ・1．．劉：るlrl、　　　　　　　　　し〆o　さイL　Iビナ〔』ζ汚；のIll］1こ二f：1：：ノく　　…ブL’」：しo

i鹸『系糸・紬黛腺三と一一フ鮭：のk｝目侍…寅ftし．　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：］．　　｛催．　li・濯；一と一h・f〈・・身d，との墜鮎1辛」1べ班須

（・to6）才ゾンのme莞t：二鋤する潔参耀即二麟…て　　　　　　　　　　　　　熱舜jl∫1　tLご10：L　tl：，［」℃卜、ポも湘L｛Ut：1｛」」1．vel（78”1’）とコ1乱∫位イ撮湛∫L　Veli

　　溺遵」缶艮醸鑓勃鷺nべ瞼揚　　瞬し1’二占眺累黄置1きい河乏・1ll・壷存1勢稽　　i曜｛不ll　　　　　　（73，4°孟iし）と1こう＞1ナ、　ジこモ，ウiマ：方｛ζ］21’口与劃IPζよ　り　拠1こ尋i【1

2町三3乃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！YJSして「式野疲，歩o糸疲1農三i次i、℃器往イ｛［騎1ナlr麗1こYj冬噛ζ1・1；｛li1　lli　ri，t

　　FI　1×支4、　Plユ⑪7×（・皮4　xコ支ユ01）激）ljひli’jkLiEk　・L｝一る　　　　　　方父券1・・1士づ尋しマ：盤51∫iレ各歯｛s　tt“Ji，　l　l　l　l司II硫1．1：「fl：1こ藩Ill奉も、

1ζ、　オゾン凌11＄CvjV】1こiji！　一、た1ものi継」宗系象醍1愛滅くく、　XC　　　　　　イ霞の・各醗爵こit・ノく’格オ心L、0　7ド覚〔i・臼ト．醗こ1こ方冬冒ζ：【説勇順方父・吻』’

1ま1－2諺伶冠・ゾン覆璽聾〆、たるもalゾくく、　次Lll1－3嵩賢オ・　　　　　　1・粧〃叡iこ荊11きもs　仙1・UIIIEj　lこ【1；：プくラ1’：tなしo

ゾンを興へたるものにしで、・獅照圃1、届た辮lllい。　　4．盟魏放・il・J’聯期試瞼

（407）　紫タト線敏射【二驕する試馨襲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二CtAこ，窃支4を月」ひ、　賛存1極碇（・郵ヒ鑑廻」・児二i原よリr）O頒彊1の捉匡

　　Bl，；．り己∫毎県系鯉、環i謹弍験揚　　頂当サ己X占蠕係鍵援｝黙訴：瞼5鮎）｝探・儒・・第　　　　　　南｛lii・：一ご昌ラ｝1聞彿口1【円方文！馨・jう、　憂拝21醗£Gll；類」導揮可＿ヒ）、

3勢謡　　il召手04向：3Jl　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛L宅写3i観（《爾｛ヨfftj，【二）、　錐覗1，fil（，「il…欝緩共7」50物直20分隣j毎日

1，　簸PIJノヒび諜霊り己方く封1試躍象　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11醐方文身一1・）、　督35τ躍こ（III：va’委EJJ　fi國町．、ヒ）、　郊「Gllモ餐（4懸方更射’）、

　　イ、日107×支4b，　JUひ、択のS盟の試ualilこを設くo　　　鶴7賊（熟齪に1問50糎5分間放・t2・S’）に分つo試瞼の

　　　　Eilち策コ．1・碇（｛H野il｝馴・）方｛（IUil’鎧鍵サし三1二方父・il・J＋せつ：）、　ぐ膨21・砿　　　　　 痢匿｝」畏細～凌三1よ萱移4i・砿員乏もっkく、　f“’，P・！・竃4『莞も系肛1きもブく量彊

　　　（｛i姓『1｝則」方文・身4・L）i忌1｛｝猛g食凄！liこ：Ll巨｝方気麹』’）、　館31荒（到農苧」」　　　　　　読貢きも¢）のi］llしo

　　　PI・）方処吻・卜勾駐翁痘監食甥111巳」方父吻・1㌧㌧　｛嚢・尉鮮こ（｛繊”ilj’Pi・］　lf文・tl・1’　　　　5・　　叢髪∫7活力気吻・i’　1・il’f鳶L・試頴豫

　　　2爾㌃、　4勤1ヤ、　蠕警…食」紅i各11（：j方文i対・）、　節51観　（2齪儀盛食　　　　　　イ、　卑爵共月lll　1を月］VyN、　工：｝置三1sり（u’T）と「9一の｝i飛瞼1糧

　　　，厨：t「a］方文t封・）、　第Gl三（・堆拾王霊…食：鱒玉】1［i］　ne碧・1’）、　を商71置　　　　　　　　1セ議ヒけて：’なつ胃o・紬黛夏虻1．・，5｛〕れ唾5分「｝01計iεF芋1こ一Jl．く、

　　　（2漸缶及び4雷f｝儒猛食」輿f＄1陣1方交町・1°）、　勇贋方女身・1辱Lt・tlブより0　　　1　　　30項面13⑪）iy　llt】II窺札｛も糸田し・oi　Fiして30耽髄11綻1・150牲亘L～’；、

　　　繊度1　；一第61・置は2，69ブ昌F一ル1：しりぐ㍉し太、　’彩5鮮堤　　　　　　　SO雑贋躍；より藩田き｛頃liiJ寵ン1，、　T（ifも一般白勺1こIJi’・皆ナ照

　　　　は2，46にして最脇｛uHi：，li　i　：．，．　2，50－2，59にして大　　　1隷U納々細き傾向あるものの如し。

　　　差な琶力：　Jt　；1し。　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　va、　洋火鱒1、支・1－：㌃｝口r．Xi　1　語鷺験［戒l　TS　I［1戒（杢醤玲り罫」｝斗11司

　　・、糊鴇1號を用ふ。試脚i！激身楓射窪により　　50判i　5分間方S：射）、錦2團（同上501脚分附放射’）・

　　　30糎、50糎、SO糎とに分け、更に各々を放射時　　　　　韓3．1｝1［（同r：So糎5分澗放射）・嬉411｛K同上SO糎10

　　　1珈ζよ1，5茄11｝1；、10分［｝臓、ts’O♪｝　lil〕　1，｝；；、30，｝　　分lill働1・）、鋤1蝋岡上SO糎20分1砺嫡・D・第6

　　　匿｝ll尻1ζ分つ。　f‘hS斐，SP，｛｛1・冒£と　し’ご｛取鳶方気身・1’i1冒i｛L”郡ヒくo　　　　　　　　II砿（無方虻碧』’）、　：ξ窮71融£（，鮮i灘lrこ1「醐方文身ナ）の7獄ζ逢：言建

　　　8＄ik度1よ、　SOIhl20タ｝陥】【1～・且乏もメにく、　50　111E　IO　）Jk「i冒1・：：1　　　　　　　く。　甜茂均ヒ｛改第4L斑弄匙も太く、　ぐ轟21・琉之iこξ欠ぎ’、　第

　　　rrgも滞田し。　豆1∫して勇と禽参oi：）隔J　rql．rソ、ゴ裳：藍諦忍呈｝らオL　　　　　　　　6　L：建責乏もnlllき　も、　各1竃1責l　a．）当箋ブく鴨：らずo

　　　　一デ0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6．　　各画缶方交9・1’llfsjori言式：聡便

　　ノ、、　禾k｝り1三支101を川」℃卜、　／fltレ111tr£　（僅践￥」ノ悶・手よ　り黒占11｝　　　　　　で∬」蓄式鑓辞1禾飛i、i・「11titリa　語t堪翁1しlll　lよ窪添「11匡覇方気臼缶1、竃、

　　　∫盆争深口11巨」ウ曳身・1’）、　Sl｛ti　2　ii，t：（｛｝農予S・）｝tFT・よ　り卵歪‘ヒ禅l　f≡1　　　　　『各L樹告角亀食共月1「司方気身争1酔；、　6　i＄fl　rli食，螂II〔瓠方交身』U“tr、　各

　　　迄手証日工ra］方気身・iう、　禽♂・♪、峻（駁占『珪よU卯アイヒ1）lj「i∫室毎、　　　　　画缶蟷濫食IUI　1同方忽弥1・lr；1　・各，紐愉「1民ril　1「［1｝方｛〔」射・1、破、　1無毒方虻

　　　　1コ1μ期方彙身・1’）、　¢搾41耐ζ（卵津fヒiy，i日：輔〔刻方s（iJJ・1う、　墾喜51計£　　　　　　碧・1’1，較の6LI腹を註貨1ナ不産．瑚l　k：｝言式野鞍す・o　・愚廷膿コよ聖寸躍荘訂重な

　　　（鰍鮒）、㈱1訂1（備【｝幅轍胴議：賂齢掴放　　礁放身掴最も太く・襯11〔轍身躯特に組。



56　　　　　　　　　　　　　　　　鑑　　　　綜　　　　墨　　　　劇fl　　　誌　　　　　　　　　　　　　　　1．、第十審

　他τ畷はその差大ならず。　　　　　　　　　　　　　　　　　　減（反鯨期移i放ld’　11・：、藁期放射四1（｛［lt’s！G中を∫ln　f・1ズ．）

7・紫外線遮騨瞼　　　　　　　　撫準1・底鰍・概なし、囎燗；∵ご踊ll代｛罐矧・
　秋期日107×支4澗ふ。｝試瞼蹴鋤｛（tL醐期紫　　放射叩［蹴分け拠」嫉，1，側・嘔，1，す。郷1界に蟄

　外線瀧蜥川：詮齪期註争畑育）、第2ir磯（稚灘こ期曹証1育llh　　　　・C螺1η1放凋黛前期放i：ld・、後期放射、・彰、期放射、桝・1

　鋤1紫外総蜥）・綱；（～舟齢鮒紫外謝蜥M彩　準、と・・鳶1．て試職す。・隙燃1、IIl“Fは秋、嚇・川110

　蝦（欄1期続制1鵬i　1・鋤1粥皿・育）、鋤岨（稚　　7ド櫓爵月110るこり。

　鞠普鞘繊期続毒継陶D蔀姻（酬宝1｝騰　　繊1芝、秋期にて【」：放脚1・1は61∫編搬醐疏111卿

　光線漣臨）・謝照猷（魯∫m育）の7嫉を設く。紫外線　　　　　く、中で1・塗期放射圃最q，細く、前期放射Wl濫

　遮断とほ紫外線遮臨（ll艮鏡・ンルトラヂン）謹伺育爾　　　　　械次ぎ・綱［、。晩秋期に於七華尺代澱の転．悔凱1＆勧

　：：　i：r．itめこ・綱育す。　　　　　　　　にジ1維揃打蹴・融霊聯剛二1，鞭淵。

　　徽燗照服も太く・獅t・Tt．・職沸・匿　（409）酬線囑鍬に及附鰍識

　之に近く・鋼撒蜘く・第鋼・㈱蹴に近　π6醐試融1，llX、潮糊…齢6・1朋

　く・撚ど繍との鵜〔三撫り瑠む。　　　（1）難方気鰍瞼

8・燗鮒鋤　　　　　　　 鵡：虹・蹴ひ鳩剛綿，鞠、麟し補
　イ・糊旧1酬ひ・鰍醜巽・楠葉・硬・轍は　ものi」、識ざる肋砒圃，脹、

　　萎縮病葉を摘探L・之轍揖域は無放射で欄　（2）Kll撒射試験

　　期・欄臓瞭爵缶1聯肌た棚伽・徽　 （1）」、「欄品轍湘・罵に、輔搬繊・智ナ

　　は鰍期轍胞る糊血職給鞭るもの胤　　し焔帥と、劇抄櫛概圃i｝周憩磁
　　太く・同じく拗柚ずに給與せる齢・鰐期　欺し。
　　に徽糠鮒のもの撒せ鶴合は轍太く・　（e）t））鋤讐，矧・1繭

、『 ﾚ嫡桑轍肌醐給簿磯合購脚　（1）・呼御柵・j・、細禰脚、糠綱
　　く・他獣激き蜘し・　　　　　たlll陛鵬期細ξ励勲評，鼠帖然

゜・秋服4酬ひ・奈酬1糠・・臨麟を　らざ・もの・醐・麟繊繊蜘言、認螺1。
　　舗鯛の纏敵嚇給興誠は無酬にて　（410）紫外鰍舶二關す礪瞼
　　繍可育・齢・・繊度燈拷醐中葉を無放刎・　山・隙郎、昧岡秀夫、朋，鴎編　之内概

　　ぽ撒瑚合僻に太く・酬潤棘・麟　鹿己島欄試繊轍直糊噛6糊
　　し繍鯛の纏吹嚇纈・囑創撮欄　・。驚｝∫｛1鞭糊放肋懲ll燃
　　し・肌鞭勲踊織｝轍糠撒の加・1　1脚、・！、rl・・7、皮・・1を）il、，，・て撒せ沁。、・春、：

ゼく譜通鄭は之に殿・傾・繊・　　　於て轍糊・・、き禰・・認。、右｝て眺驚し。
（40S）紫外光線の璽に及ぼす影響試験　　　　　　　　2．躍見放射試験

岡田輝滲山梨縣鰍㈱r」・號昭和5欄　　 口・、娩ノi」ひ、放射嚇放射Yl工離繊にした

「紫胱癩難射1鋤　　　　　　揚合識・芝は飼育嚇澱、1撫、」，りて＿糊頃
欄撒於て阻゜7餐・以・附し礫勤鰍射　向購構ざオ・ど耐5燃嫡殉方窯轍棚。

“院棚噸（無放射）紛・テ・又難糊1にてじ・「！　・軟き節腕もa、・V）・llll・L。

エ07x概・秋光を以鯛放射1・・1潮櫛　嘔、夕　3．　fiiil料放射1繭

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な拗塒夕榊隙に分・ナて1澱す論鰍期・r・・i　糠、・鴎麟州喧・こ分・、更・懲礁放

螺糟鱗期紛け・放雪慨劇職し・　刎・と酬と・2敵肋、臥・娩，”ひて瀬
次億が嫡な襯係・あるかを瀬す・齢額　す。繊轍射・る瞳方脈太き餉あり。

は日ユ07なリ・　　・　　　　4．鮒綱魏、鞭期力・蹴畷育備陛
　　繊度鰍期に於てiま聯ξとも呼であり、1鰍　　の關係試験

期にては夕放身撒夕鮮ll細く・轍身楓朝　蝦踊は灘騨・支・4、釈よ脚7。丈U鋪ひ

撫隙太し・畝次燃試励郵駿にて轍臓　 鑓鰍・・猟澱轍脇、勇轍聯1と。分けて試

妨太し・　　　　　　　　　駅る齢に識臨齪卵期1畷駄く、伽iSi
2・紫外光構則倣射・鋤　　　　　　　間r、は差災を認め難L。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　穂に於て葡期捌　荏（購鰍射）・働倣身1・5，工側測鯛湿紫鰯倣射と、燗鰍瞼
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　供試澱品1師は日工、支4、日1×支4、立7、隊7b【歌　　　1，　光線の羅不足鎚との關際

7×交7を用ひ、放射・職無力嫡1・陶、に分つ誰黛度　　：如蹴×脚曝α津）、日1．1，0Jht＞噺侃1：（夏）。就

1は品種により異U、隊7X丈7、1歌7、皮7、日1は放　　　　験圃な光線耳斌射猷G．i．｝i間は｝ミ1然に方娼『揺　夜閣1・ヒ周

．一 ﾋ甑穐々太く、翼他の叢品種は之に反すp　　　　　　　隅吐天幕にて被ひ・三！｝i光（鯖呂燈染鮎火す）・光線

（411）翻雌育に及附騰瓦斯の影響　　　不肺融…剛…」・糊隈：燃・・徽ひ・夜剛1
　中｝付猷　岡山縣鎧、II欄櫛：］）號　昭和10｛聞月　　　　　　然炊魁1に放鷺’1】つ及び擦醐｝llとrJ－。繭縄織度は麻・

（1）コ，2齢間遊各種濃度鋤5ξ酸がス龍含有せる空氣　　　夏共ヅ備1不足匪に太く・標fl「覇・光線照射髄～1穴藻

　中にて個育せる成績　　　　”tsく、窟∫者より細しo
　　滞期試瞼岡1棟準［躍の外繊t内含有CO2ガスの　　2・　伐探時期蜘胡父穫回数霧：異にせ範桑躯・ヒ繭慈繊

　萬分率にょリコ00臓、200【曜、300賊、4001i｛tl、500　　　　度との關係

　Lin；に分ち、隊1G×丈14釧llひて、，式瞼せるに、繭継　　　　供試品頼、新翫91：×口11｛｝號、試瞼1，11こ発次の如く

　繊慶は100臓最も太くN標準圖之吟』次1ド、400城最　　　　せり。

　も細し。概して（10、崩合榔蜘に御職齢1　　第姻綱蜘に側lf瞬せ侃碗紺糊に
　し　。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 の　フA　 f毫ヒ　 ノlj　o

⑳1，2β辮腋各縦廷度峨伽腋飾せ撚　　姉蹄｛糊蜘・側1イ嫌せしも疏・を蝋期に

鱒に。嚇轍績　　　　　　按位鴫耐㈱糊鰍・・r，
　　春鑓期に（1）と同一灘1品利稜用ひ、同一II喝捧　　　　　錦3城　彼liキ刈せしものを璽鑓期に按俊器耐商

　なしたる㌫繭糸織幽湘して淡融ガ矯’陣・多　　　　採し礪蜘こイbEJilo

　獣伽繊脚llし。　　　　　　　　躯　　彼糊せしものT：　1／／；IIFsu　；gj　i・c於て矧脇

　　晩棚1にEl　110×丈1。厩ll」ひ、榔　・、501・・｛、1。。　　　　蝶碗し：て撒t・款鋤】に棚〕・

1，・1；、150　旺、200　’1、25d　1こ、：｝OOLitlとしたる1．：、1鰍　　願1・　彼脚Uせいの鰍鋤｝・肋側1・

　繊度は150圃、200［　E最も太く、250！1111、10011嚇Hi　L。　　　繭懸繊度｛よ蝋賊職も太くs第2i｝£・ec1，1，st；，郷411慌

（・ゴ4脚｝肌繍濃Llピ・勲・・翻∫せ融く　の抑匝に凝・第5職繍11し・

　中にて創育せる祓績　　　　　　　　　　　　　　1’S・塗風機使川と繭糸癌繊度との聞係

　　灘蟹期に1歌1G×支14馴1ひ、（1）同様試験賊に　　　Flヱ10號×新漸江（：J：1）・或！05豹驚x脚7撫（夏）・口

分ちたるに4。。1撮駄く、標牌こ之畝禅0。　110bl，U・辮孤：秋）・撒禄駄繰塒腿撫風

　蔽酬し。　　　　　　　　耀嚇灘と禰・・∫鯛し・燃伽2蝋髄
（鋤赤塒騨鋤継に及ぼす認・ntz　　鮒脚・鵬艦鰍脳蝋酬どし腋1牲
醐靴轍，・，鱗試、1屯4・耀4號琳1・・llt・」］　ざるを標f鯛とし撒せる1ご繭繍臨試琳・

、、。，，、、ト、3。。，ツ，、。獺濫轍｝｝1ひたり．繭　IM欄lll砒し徽太1…

　繍度酬、賜けれ｝」請・イ岬一又瞭色　御5）羅蝿燈照明の鰍蹴て
　1罎の繊度太く、卵蟻に照，射又は5齢銀に照射せる　　　篠原善次・夙輪輔　瀬綜墨雑詫邑昂2巻第2號　昭和

　揚含にも概れ岡様の傾向εF・U。　　　　　　　　　　5で麟月

　　　　　　　　一　　　　　　，　　　　皮4×正白をli】ひ、試瞼11ナ掩騨1‘1畷50燭光のイ’F叢
遡童些鱗鯛璽墨堕鰯⊇」　　鵜物，、（ガ式入蒙若鑑漫ラ　ソフ「（60ワ　ツ　ト））、聯

　麟照明醗鮒｛1旺の悶に醐糸徽幽こ關し差　（60・ツトのカナリヤランプ）、第嘔（60・ツトの費

を認めず。　　　　　　　　　　　　、　　　　色ガス入ランプ）、第5賊（50燭光のカナリヤBラン

（農13）蝕照育試験　　　　，　　　　　プ）、第6i・t・i£（GOワツトの1炎黄・傍ンプ）・鋼・｛「・（60ワ

　岩手縣鎧業試tlW－・規乎縣躍試1購第1蠕昭和　ツト濃誰験ランプ）、舞蹴（無照1班櫃）に分けて試験

5年3月　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せるに、繊度に於てじた箏5戯最も太く、郵71霞最も細

　隊7、　日i，×支4を用ひ、電照育（飼育中、上澱『11の　　　　く、策S慨之に次ぐ、他圃問には遣殆とζなしo

夜撒欄）謝照il旺を作る。翻織画諜撃轍し・　（416）黄色電燈と羅免畿育との關係試駿

（414）羅に關する試験　　　　　　　　　　　　　　　　　　静岡縣鍛業試験；呪　静1鰐鑛績策19號　昭＊il6　’tF　3月

　滋賀縣灘試羅滋賀鰍諒｝献照聯19號　　100脚・卜60・ツ鴎饗飾ラ・・プ醐ひ・初秋
昭和5年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　及び晩秋の2陶試瞼せリ。fl輪受瓢賢瀬i蛸廿鷺は支了02



　　　58　　　　　鍛　綜　・學　尉農　謎，　　　　〔第レ御

　　　X臼110・後鞠鷲μ07×侃1二糊1ひたηり　　　　　　照朔21，Ee澗瞬環な1。

　　試聯’こ　　　　　　　　　　　　　　　　（2）試駒」℃験

　　　第壇魯鞭；oワツト1慰！騰　　　　　　　1臨・1稠波4x湘（櫛、儲撒ド1＞く賭ll覗）、

　　　筆21讐脚ワツ鵬鱗　　　　llll断臓幅鰍r，・ll細蜘、鞭、糀
　　　．蜘贈・鯛…糊1・燈　　　　鰭駄・割塀窪鼎燃”1囎、買縞繍
　　　轡轡蘭・た禦周撒で1よ育齪燃太く・蜘砿之　　1鯛欄15蜘覧牒拗解繊，1り1鯛1撫櫻

熟鐙鼎゜職で1・－k楓も翻　lll蓋講　1・・lll織饗謙講

　　（41？聾照明難及ぼ粥響　　　榊胴湘・照・，襯蕪繍溺，、；．：
　　年謬村飼’徽野綱i繊試欄魏11tt和・　・it町徽蹴魂の傾向妹と・1㌔　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（422）囎燈照明飼窟言式駿
　　　支13鋼歌16號・大rll職・穴轍1・5鵬　水野f・d・、燗鵬㈹1，li　1’IE　h，　r：、蜘昭脚、、

鍛1磯．鷺搬繍雲照懸欝無熟議1鴛1・響繍認竪℃1灘瓢癖）

欝鑓諜1∵11∴難鎌離：1聾：：：：ll：：

球誌ll慨繍認繍艇・麟蹴鵠1轡㍑鮮；1隔蹴1・繕1潔ル

聯撚撫瀦犠1，講識舗光轍鷺繍繍鱒號

轍騰鰐欝撚畿蠣1驚雀蒲錨蹴ワレ

糠懸叢＿鱗㍑，：：講騨獄癬購瓢昭

，，驚轡・線・・照・一・秋一，肋・1｝魏繍撫灘｝欝競

膿照欝＿昭＿，1識騨汐一醐・一策一

曝
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難く、為騰としてほ石次間糠代用II賑石次除沙彿慨　　　　に，！売て

太く、眉次餉食鶴醗i之も翻1し。　　　　　　　　　　　秋期r［7×皮106耐ljひb無撒布　廊XisOe，e，（射…

（426）滋聯豫防の爲閣騰麟1欄徽の撒叡畿で　．二嬬尺）・「）Ooe．e，（irの・75°・・。・（剛・lo°⑪c・c・（・Pt1）

　三谷賢蹴郎外‘，名愛ウii脳試報照助慧大il　11郎刀　　　　の5匪別としたるに、繭赫繊度訟無撒布1・砿殻も太

　鐡品種は日1及びliザloa　：v：川ひ、稀階1亀液の濃度と　　　　くv撒布肺llでは撒布厳多きt”t從ひ繊度細しo

撒布の同数とに」：り（1）乖柵撒5％液毎rlll巨1撒佃娠　　⑫）ソオノLマリン溺慧：のノf訓！との關係

（2）稀蹴酸1％液’J’i’i日撒布匿、（3）稀i雅酬，％液孫齢1　　　蓉は支L』×1歌17、秋ば「17×支10Gむ川ひ・フk減、

同撒撤蕨、（4）稀階酸1％液各ll：1｛11岡撒布圃（5）珊照【11　　　0．05％、　O．1％、0．繋％、　O，：’；％、0．5％、1％とした

湘留水毎1｝11【S］撒石fi・”1、（6）捌照乙蒸1｛￥1水各齢1圓撒　　tt、・1’c　s繭総［1・腰il鳳ξほ0，1％L｝t；、鮒照1，～1；TY，，：く、0．05

酒rl’：（7）尉照丙普漁ll・1育圃上せるに、　i内亙翻i繊度は（6）　　　％［1臨0．1｝％嫉翻し．。秋ほ0．1％減ゴ【芝も太くNα3％

lls’；最も太く（5）匪三とにた慰、（2）II｝t；、（1）1・｝ll最も細し。　　　llll1嵐にぞク頓跳0．2％匪、0．05ヲ611嚇「1且。

（427）白彊病強防の爲観韻鵬石茨粉家の撒席に就で　　　（4謙）箱飼に於1ナる硬化病豫防此光線の数果に就て

　慌谷賢蹴郎外3名魔争：11貧讃試1匿桝號大jl三15泥凹月　　　商湘軍治、1賓rl1嘉凄　湘歌llB鵜武報告第コ：1號　昭

　問1他2品頼窪：川ひ、溺汐｛粉末際il12回撒寮1｝｛臨贋　　　TnlOft｛5Jl

次粉宋毎日1［itl撒布II、1；、醐照甑の31・Vl別とし、聯秋3　　　支106×分ll推↑！11號［ζてフ：’i・ルマリン0、5％1、1’l　b太

期に翫り行つた所、繭縣繊凌は個育時期1こより一n　　　陽照射眞紬減（1鷺綿街「1光に照射せる馬の凌霜糖の

ならずして石茨撒布醐と鮒照の1｛ijに差典繍；忍めず。　　　内側につける）、涼外融良照射減とす。繭綜繊1距はフ

（42S）｛鱈座乾爆翻料と繭綜質との闇係賦駿　　　　　　オノLマリンQ．5％賊細し。

　鹿児島鍛試　鵬F鳴鋤1姻齢岡、2號　昭和IS　k｛6月　　　（432）箱飼に於ける硬化病鍛防上昌ン昌クの敵果に

　試験減は叡糠減・煙糠1砿・切挺匿・二F草賊・木沙こ　　麟て

1・；1£、撒」：1醐、無側［111駐1；、鮒照齪（コ齢一3齢籾糠働H・　　　油圃菅之　和歌山蹴試粥！櫛工4號　昭不010年5月

4齢一5齢切魏使用）に分く。乾燥材料は除沙の糠入　　　r・g　1ee，×分離白1號に付き渕照慮、昌ン晶ク液厳、

tくは多灘の際使用しti　j’li’c・旧川：廟船薬脅II行ふ。亥7　　晶ンsク劇：艮雌、轟ン晶ク晶ギλ搬、フォルマリy

×脚を月1ふ。繊度は切藁1曝も太く・干草圃之に　o．5％臥フォ・・マリンo．ご｝蜘注したるに、繭縣繊

次駈木次臥籾糠減最赫lilし。　　　　　　　　　　度ほフオルマリ：・　O，3％圃、　v・ン轟ク凱キス5％圃細

（429）硬化病認瞳濾轟剤の撒霜及び添食カミ簸に及ぼ　　　く、駄ンr一ク液匝太く、一霞の傾向）／c　Slず。

す影響試瞼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（・孟　　‘L『、　　鴨〕り）箱飼に關する試繍

　味岡秀饗州1名臓兜鵬1宝試粥！櫛20脱昭不llS　　で勝雄ク隅名曇崎翻11翻櫛蹴昭和鯵8刀

年朋　　　　　　幽　　　　　　　1，籍敵於けるフ・1・ルマリンコd斯の影細ζ關する
皮描×日11。酬1ひ・所・・マリ・蝋1％液）・　　試瞼　　　　　　　　．

ネオピ・一・ロン1・｝tl（郡…墨」“」ヱ000f言¶1：SV，　」9150g倍液）、クラ　　　　　9S，．初∫秋、匹免歌ヒとぞ1・ひ、滞1庸欽16×三E　14E£’　，、切秋

イレ慨（2001｝㌣液）・清7k　llll、甥購llの51・1胱作り、撒　　　及び晩秋は「罧10勢陀×支105脱を用ひ、桑は改鼠及

布及び添食共に眠rl真以外毎rl行’・U。　　　　　　　　び魯桑訓1ふ。試験瞬を欝照慨甲（1－2爵｛漕揃箱

繊幽燭照「轍も鳳・フォルwリ；覗最繍聴　　育）、：蹴1櫃乙1畷1－2trMffft’し遡宜水矧姉）、

も細融大勲し・　鷲　　　　　卿・…°・1卿1（1－2細ユ％・・一　2L・リ職
（430ηイ）箱育に於ける硬化病撮防に關する試瞼　　　　撒布）、フォルT；tリンα3％［畷レー2齢0．3％フォル

　長谷川和堆クト2名廣島耀試彙報～窮7號昭和9・｛F4月　　　マリン液撒布）vフオルマリン0．5％甑（1－2齢0．5

　黎≦…は鰍16×支14、夏秋は支ヱ06×Rl　l10．支106　x日7　　　 穿6フ・オルマリン濟芝Jl絞漉f）、 フオノレマリン1．Oタ6i疏（1

をJIIひ、獅照、フオルマリン0．1％、0．3％、　O．5％・　　－2齢1％フ：’i・ルマリン液撒布）7刈1｝庸設く。試駒

1．0％に分一t：たるに、繭綜繊度は概してフオルマリ　　　　成績巾織度に聞しては各1置岡に火電なきS、　1フォ・

ンのtg度高くなるに從ひて細くなり、1・O％減勝に　　　　ノレマリンe．｛｝％慨は繊度太きものの如きもNフオ

憩1しo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／Lマリン1。096匿之」こ反すo

（430の・・）フ才ルマリンrr斯擾濁祷に關する研究　　2，箱鯨こ於けるいワアニ噺の権仙二關する試験

　iSl包新　忠涜南道原；蕩ll彙報第4號　昭季II9年胡　　　　　　器、初秋、晩承kと行ひ、殿品種・桑品希壌共に上祀

（1）稚籔期に於ける原液フオπマリン冗斯接角蜀91f　　　：1の場合と同tごなリ。．”螺｛囲（1－2齢普油箱育と



60　　　　　　鐡　宗糸　，薮　尉ll　誌　　　　　1：梱’鰹

　　　　し、職舗育）と試脚・i（・＿21rfレヒ。プア瀬1藤　除沸モ講晒・沸絹馴岬・1’画’・川：砂蹴4i・

　　　　ナ11鮪）と澱けて　鞭vllr・・）。そ、、糊繊度にFgld　としたる胤繭緬」糊浦：民赫・♂1・弐・川辮殖・li3・

　　　　しては爾1嘲に，蝦なL。　　　　　　駄く、i棚除沸こ膿細。：姻＞1田蘭t痢鴎
　　　3，　箱飼に於ける調桑形式に關する試験　　　　　　　扱除沙Ill｛最も太く、illでi田15？沙匠読繍II　l“

　　　　和こは脚6號x支14號、初秋に【」・支】0曝×H110　〈4獅淡火・鰍調鰍ヒ較醐

　　　　撫晩秋には亥106號×07號削ljふ。試聯1庶㌃無　　　醐ll腿厭　漏制鍵、灘椰1號　昭llll：，：ji：；．lj

　　　　灘布と灘布とに大別し、更に各々を坐嫌槻、奈葉　　　　日1×．．1にてil鵡、、せご・に・電熱！～｛麟ご｝蹴矩’：繭ili

　　　　【1賦到芽［lt－1，：　，奇．る1こ慨、條内、減に分け総計ユ0慨と　　　繊度ぜ，太1イo

　　　　す。このナ胎1－2齢ilU　rs鯛となし、以級彬醗と　（・1；IO．）鯉勲保淵による飼醤戒織，2tc綴囎騰

　　　　し蚕匪岡一に飼育す。試験成紐中繊度1こ關して1よ　　　　東畑撹夫　愛観：ll武恨儂鋤1・i　lll｛fll駒：12月

　　　　登II｝’1間に一窺の側i1、】なし。　　　　　　　　　　　　　　　1口他：1品種11引1ご㍉電熱減」乏木嵐lllひ：1修も廠t：’

　　　（434）フオルマリン葛斯に依る硬化病豫防強に關す　　　に、繭綜溜乏度圃剛マ1蛍熱「lllの噛｛∫．なt‘〕

　　　る試臨齪にフオルマリン購蹴の生理Ut影響　剛oかf）劉嫡操種轍瀬種：の比鰍駿
　　　　牛込正・一・、Ifi部了畝　群馬縣鑓謹｝賄糊5独　昭　　　井・1：婚火　1細劃」櫛．ini卿㌘Ht｛・佃：即7月

　　　和1】rtl・5月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　漁期κ：1」le7・頃｛ぐ㌧、：’1（）1・・紹o露　‘．1⑪；；・　llb

　　　1，晩秋期印工⑪×支10賊以て手ll劃：期砂ド＿ノし榊1　　：1Oll，　×支9の‘｝・「瀞輌賓：用ひ・何at・　｛・烈11職・生輔駄

　　　　ひとし、7オ4マリyの濃礎に凝レ丼1面こ分ち、　　蜘酸卿lll種1臨～1il！潮i鍬源ll梱l　l場｝け’ご購蝋嚇1亀1噛

　　　　鴉内に於てフd鞭灘豆せしむ。榔仰1、蒸1留，擢、　・1胎・縄ピ燃てMこ搬ぜ汰掘1翫聯加・
　　　・b．1％1、lll、　0．3％【，：a：、　0．5％h…’ξ、ヱ．O％llI旺、2．0タ61μこの固こ　　　　G正4（，　ll・｝Ll）　m澱宇t料上ヒ麟猷駿

　　　　を設く。繊1芝に於て太きは1．0％Ll｛、最も荊ll蘭よ　　　松永で£年f川JIVt試犠嬬・蹴i暗1納’謂

　　　12．0％匿、0．5％i1砿にして他はr，i・r位に鵬すひ1、、典　　「補1鋼赫糖埋ぽll・埋避・娘綴」’1三素娼木澱琳肩1

　　　　のタ翻・沙にして・ウヒ｛頃向の・・解iを認き・）難し。　　　　　とし、口1X殉4ま川ひ春黄欄1ヒ破，る拭、繭綜繊1溝

　　　2，晩秋鵬111X刻07削嫉℃徽脚厩トタン緕飼　i幽庶櫓繍眠・駐鳴却瞭砧
　　　　とし、棲準賊、水囲、0．1％、0、9％、O．5％、ユの％　　　1：4剣）壕翻瓶鑛期飼耕として蜥櫓の先蝿憲抽蕊した

　　　　賊に分けて試験す。繊度1、1．O．1％及びO．3％の溺匿　　　る薬藥iの翻i児給興試験成績

　　　　は穂々太く、⑪．5％及びコ．0％の粥lll；は舳く、撫準　　　　佐漱旭　麿π占猷試試駒慮績醜｝！櫛2鰍昭抽6・言『ll月

　　　　1岨及び水瞬よ中1，撫るも其の難齢姓；i，。　　　　第1匿摘灘・1ゐざ1淵紙馳こ・い翻i蹴・駄、

　　　匿鯉哩）塑埋Σ錘醗麺題揖　　；1凱：：：膿瓢犠澱｛灘乳韻

　　　（435）饗蛆のer生が繭質に及ぼす影響　　　1　嬢姻嫡鋤灘懲ril！b

　　　　肥後俊彦　クト2名　策京鐡講試瞼1」愛績鋤工5號　明　　　謝ll騙㌔頼は殴ぼ用ひぬ篇ド1、繭欝庶口、痒赴　　　，．な

　　　深145ζ芦2　Jl　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈、窺写3揖1止に次豊＼｛1㌻1［～｛最も測し：魯

　　　　一化性肯熟癒用ひ・3，4，5臨奪に虹卵を添食せしめた　　（442）食桑購問劇隈試嬢

　　　るものと、せざるもの繭緕繊度を比すれば、舞3爵宥　　　大分鯉試　穴分溝飾縣芝！il沓獄4i謙昭御｝蓄口Uj

　　　添餓寄生のも曙しく鞭外・　911LV）割翅・伽臨　　巻再準、・鱗A（3⑪）い響｛麗B櫛）、撒、、1；。：・一燃

　　　依り副定の傾向なし。　　　　　　　　　　　　B（go）、粂齢A（稚撒1蹴｝i：髭c⑪）、て罰；献：穣・露脚｝ll：翻

　　　（436）除沙時期試験　　　　　　　　　　　　　　　　90）の各匝を設けた。翫し括彊内心勲字㍍，鍵犠綱瓢

　　　　田rl窟輻雄・穴不金古　張野ll環松本原矧鑑！燗乏告督二r　闘芋間，i，す。繭細鍛融、柔繍湘・｛い多｛膿Ai・む匙・メ癌鋤A

・　　2號　大正11年2月　　　　　　　　　　　　　　　　　　11｛太く、・恥、．llin械最も糠i　L。

　　　　夏鐡期に日4錦を用ひ一塗沙時期により朝1眺幾　　（443）覇鮮に行1まるる各襟藪蜜の飼薄数擦に就て

　　　　1，lih夕i蹴したる頃酬…織閥醗隔姻叙謂り1　中椎歎朝蕪膿li；SiL　sut，　il，；欄；無肺職！簗噛納ミ

　　　賊、夕撮の聞にω『寝異なし。　　　　　　　　　　　　　　2月

　　　（437）條桑給與の除沙回鍛に關する試駿　　　　　　　　　駿室としてi瓦温興臓室、患膿識隙、　1？議撒室．樹｝

　　　　酉川砂　岐皐鑓試報第賜樹と大ll三1二YF3　ll　　　　　　　種とナ。蝦贔種にi轟紘㌧粛7x融7、騨、日1　〉：粛4、璽軟

　　　　獄品種は日1×支畝U芝烈×巾｝」IIひ・毎職1父　は阻σ厩胞瞭るに、藤1繊1嫁嶺」導1嚇輝溜
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では賄謝蝋く、」、］jl三・㊥1繊灘…もの太し。　　第1淘1測直彼脚口の渕ゴ・

夏期に於けるf嚇窺1」i臓’1　1；．　ai）もの太く諸1臨櫻　　御匿細ロ‘御2蛋蘭の赤’i’b’o

黛映の細し。嚇1灘．a・f・iで鷹都lr副毛蜘し。　第3　1ntl稚勤］に1櫛駕・雌鋤ll・1．：・綱肋桑

（444）飼育瑠擁を異にせる繭の各噸問の欄欄係　　葉給輿・

蹴で　　　　　　　　　酬阻稚醐・・1・・御：講燗1：は麟聯
　小針：話郎鋸緋弓1ミ第1〕眠ほ齢181F｛．り」　　　　　葉給興。　　　　　　　　　　　　　　．

難。。巧鞭肱，、胴輪澱司1開、中　1鰍徽繭・1鋤・太く・纏こ之に縦沸蝋
部に於ける府縣の～k漸蜘こ1捧て露、噸せu。繭綜繊　　最も浄μllつ

度、輔脱州」。。1顧。個㈱1　隅り．，α1S）職勲灘酬鞭灘關するeCSS
綴、剛に麟しからざ、も、醐らか、。、醐ll　購醐愛欄試〉櫛蹴焔1駒測1
關關係あり。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）　隊7號・i1107號・日1猟×支4號・V，i107號×N

醐雌期飼龍に嫌蠣欄翻する識　　4號脚゜職鵬・髄批て鰐期’M’？IS．，

鰹錨鷺膿蹴1　llll怨野1：欝誹i謙羅羅樵1

倒育し凶馳勲りζよ”こ 聡J驚．　組．欄用。あ…は帖郵最・太く、鮮
辮：励　灘鷺；繍1　：博：驚撚・1撮・細し・．

1蝶鵜撫欝繍1炎1ビ1灘撫轡糠1繍背

㈹欄翻・鯉繭織・の相購（4 ｫ縢鷺璽凝謙瓢聯、7，、

勤黙・難饗難闘10灘1・支大鷺灘ll臨蝦鮒鵬。，號。（寅

1晩膀て・膿燃眞繭重踊徽嚇鰍跳魏。如聯）．撒賊を写譲勲馴・ハ欄憂　臓、
轍度・・欄齢醐査した・その撚徽こ關　優蝋Flゆ”u、す。灘撫、糊・あ・て峰

して厭の如し・　　　・　　．圃歌一伽傾1’・“認雌し．辮1にあ興1よ幡桑
・・蹴瓢と搬との騨1・宝・齢鰍鎚幣　餅1闘。太く、撒薬【糊ノ之獺蝋鵬靴．荷

萌力脳汎その臓網凱町ある・　．して後獅醐・・獣激・。
踊眠髄と徽との Hこ＃・F細蜘遡係　（拗馨購縢と翻鵬との縣識
明かであるがそ哩賜く・　M．つ｛3聞劃陣　瀦鰍、繭縦試聯蹴昭騨ド朗

・あｯ・盛灘勲・嚇…榔・翻鴇1叢織1欝奮灘
鵬麟に樺し議鞍清乏蝦い・　　　礫）、tた、。繭鰍1鰍差なきも、概して標・

4・蠣髄と繊との麟は・　IE”1こして雌髄　灘太く、範串欄謝、繊、，。

k歌いで弥’・　　　　　　　　秋日工。7。灘、（支1。1。鮒・齢酬ひ、棲
5・舗煕繊との1鰍・’Eにして轍歌い @灘、き伐鶴糊繍”・襯汕鄭融桑
で張い・　　　　　　　　　ユ難1謙．つき，、、臓せるに、劒畔』1⊥礫鯛ま繍

6備・大さと搬との騨は田三雛るがそ曜　繊卿醐司あり、騨駄Eし。

麟鰯く講畏・繭1駄に澱纈よ螂’購　（、、、）鰍灘羅縢に關す獄臓綾（酬翻）

　い゜　　　　　　　　　　　　　　　＿　　　　　　　愛矢囎、試、愛知膿試ilP棚勿　llll和S年棚

隆昼亟季亟延麺瞬ζ簸亟1　　2・tl肥・㈱との關係

顧）醐の購と鞭との關係試駿　　　　El・1°㍑・支101號・1糊レll醐照h”；・移鷺1・1霞・

東輔夫愛知鱗繊第蹴ブ訓・！朋　　　夏多五脳・秋多聯・；・灘熟｛・驚瓢の六演1

供試鎧品種は隊7を用ひ試瞼減は、　　　　　　　　　　　とす。



　62　　　　　　　　　　　　　　鍛　　　綜　　　墨　　　難　　　　l　　　　　　　　　　　l二第噛1‘・巻

　繊度は各1載大差なきも・槻準1鼎々太き傾陶あり。　　　rlJ内眞樹、規ヨヨ巌1憲二臓簸り1描こ51嬬し第2蹴i

（452）夏秋翻稚鱈用i桑に關する試駿成績（豫備試験）　　昭抑10年3月

　愛知鑓試・愛知鍛試印li睦物　ll麻n　8年1；月　　　　　　　1，　稚微期刑薬の位1猷と躍児Jtの關1・㌃1

・畷と醐係　　　　　　　　　　賊別　1齢1り1繭瀦　1；㈱1　11，畷棚

驚騰鰍鰹虹曝撒圃は’解鵬　　脚灘聯鋤1塞鱗雛幣繍蹴
　繭綜繊度は秋期及び晩；lrkJtJ工典に附1、℃瞼置こに於ては　　　　　　　　　　　　　托1讐4’訓こ

撒・・　　　　　　軸1畷嚇鎌llll騨麟・

議灘：：禦諜驚訊歌綴、曹欝き雛、1瞥潔嚇饗野
最も肌・ @　　　　』少・襯棚瀬き撫、蜘鵜1．　1，。
（456）韓の成趾糠の脱勲1瑠免舗との關　ぐ正58）燃醐
係に就て　　　　　・　　　　　　　　　椥期抱く郎試政古壽1ζ蟷蝿聯L’、1、s．1，，￥iり飴

（453）夏秋醐稚鑑用桑に關する試験成綾（豫備試験）　　　　　　　　　　　　ノ1｛　］，糊1

栽畿瓢課脚剛勿縣18年3月　鞘雛・購　1騨鞭　繍1沸

　同107貌×丈10鵬を供試、1榊とな」試崎鰍愚「6　　上記の如い瑠1蜜1懲ハ識101岡口IO貫ご用㌫稚

　尺吐蕨、3尺咀…1・、Flの2　耀とす。　　　　　　　　　　　　　　獺期i、転改良鼠返囲、富榮［．：ttv魯擬P｛ド分け、　lll繍

　繭綜繊度の湖太影見るに、各1・i（HJ　tこ於て大雅なし。　　　期はヒ』’様に魯桑ilご用ひた。

（454）夏款蟹稚翻用桑に關する試瞼成縞（豫備試験）　　　繊度仁二薬品種的剛係1．；：あるが、穴灘にゐ1蝋凍艇vi

　愛知殿．試、愛知鑓試即刷物’｛昭和S年311　　　　　　　　なる第工城川4も1，こく、中，lls三なる第繊llこ8紘lr婆くぎ、顛

㈱騰分との關際　　　　　　　　　　葉嫡継｝殿嫌1。
　日コ07跳×：支101號。試験Ill」捷焚芽前伐臨匿α寸照　　　2，　｝口淵期用桑1～1讐1・1：鳳窯ず占しの闘1・1斗

　1の・螢跡前冷蜘・：ei（櫃f・J’2　TI三旧の桑樹rL“鉢に戴植　　　　支10G　x「川0ン㌃：ll跡、諺謬漏ビ姻；・・搬i障；飼冨智、

　し・焚埆冒eユ0度に2日「lfJ，以優U，5慶の揚所に移　　　　4，5齢期にも妙ζ第11111（托黛卑ll諮生輪1　∫｝墾10：・、第

　し・漱遡撤立2卵前に（UO毘励揚卵こ3聞b　　2ii：t；（同｛・㈱一：101醐）、轍ギ畷1唄濫瀕．・：三礎

　C・工5・5度の場所に3剛瀦1・（j・1S，4度の捌折」に1玉「澗　　　　口）、麟4｝等ll（同L鱒‘レ20躯ID、骨飾賦捕購識

　移し保護し、掃立2泄ilL翔こ版侮し、圃場に移し　　　一％葉rDに分’t’｝たη。碓灘馴はD搬i「：．嫡騨’1：

　壷芽せしめたるもの）、jlll！粋1蝋漫芽了胸枝條を伐哉　　　　を川ひ、｝ll：鍍期は改良にUl翻読魯撫謄：照分けナ寓

　し・1騰に臓勲・1徹20日荷脈礎除醗　　り。蜘蝋細乱1職艸伽鵡嬬、繊ξ汰くII．
　躯しめたるもの）・・k徽㈱1，ll（蜘覇桑樹1A，k　　て、ジ⑭な中・L’・　，｝：し㌧ご．嘲；・1・難幻1聯騨蝋

　簿に土管を嵌め、砂を旗め蓋遊なし、20日前に土　　　　祉給與til　i“馳り1よ順数細しo

俄除鹸恥しめた魏の）、桑鱒磁ll（xsrc　（457）窺秋謙鰭に鰯る鼠験
　期に牧穫せる桑葉をC・1，6度の所に冷識し、1敵鍛　　　富秀撫中ll嘲ft，　11tlg、山「瑠一　長勢錨1鵡賭微號

　期優期せり）の5隔とす。繭綜織度は焚芽爵む伐観　　　昭和11｛1三S月

聯騒太く・其他の1蹴はプ（勲し。　　　　試獅服糊禰1㌃・醐繭駄斜∫椰聡撫婁、
（455）掃立用桑試験　　　　’　　　　・　　　　　　葎刈残芽陀探賊・’蝿駒‘1囎撞操闘、夏窺坤濁礎鷺三

　山内直樹・前田隆儒　鹿兇島鍛試報第21號　昭和　　　：Jn伐探凋・裏輝摘酌巾間伐撚心奴ぱ纏準齢縄｝・く。

9年3月　・　　1　　　　　　　桑晶種轍繭撚、羅・瞬藁は日U伽支1晦嚇。
　露品糠は支106を用ひ、二眠迄消1市：Jドを給奥し、　　織度は療準lllll以外1よ昏1霞問に’∩竃‘り欄1蕩なく、い弓

以後改良鼠返2給與す。・試脚蔽は托葉着生最下部の　　れも標準滅より1嫡liし。

鵬塗嶽鍵鷲，膿繍l　Ilv禰瀟1
職し・3枚肋ものを叡蝿も・を第・院し、　一　芝ヨ驚一一一一一一灘
以て融縢として托獅着螂位の嬬が灘の　1塒の（・）壊叛蔽、1轍　備纏，、◎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　凹「w’HH’”ht－’　　　ゴ｝一・［・r・い…一　　　　　　　　　　　　　　・　　T　　　　　　　　　　　　　　l
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37年3月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘度脚0％、70％、80％、90％とし、錦1疲遊70”F

　青熟品種を以て蕨【｝軍霞：高撚【　’1、仮温減、乾燥樹1、　　とす。言：畿晶種田110×支10鴬・繭綜繊度は90タ6繍乏も

灘潤城、冷潤圃の511脇こ分けて試瞼せるに、繊度に　　　太くb60％［S，1及び80％1嚇lllし。

於ては冷溺畑1最も太く、繰潤圃、低淵舟飛之に次弘　　　第2試臓（＄月17日上籏）

高灘llll最も細し。　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘度遊第1試験問搬とし、1闇楚龍7STとす。鑓晶

（・159：ブ上藤試瞼　　　　　　　　　　　　　　　　種も前1嗣艇。繭糸織度は90タ6圃最も太く・60％lll敬

　聚木：此雄、荒木柳司　蕩く都躍喉・撫・告第S號　明濡3　　　も浄川し。

＄4F3月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　駕3試験（11月8簡．r“，’ss）

1．　小石丸を以て1鰯1中占：魯1：∫準匿、高漁［ll底低灘1置、　　　灘度を策コ試験同搬4種」二し、混度癒S6”1fとす。灘

　温度劇墜匿に分けて保9－，eL／したるにs繊度は低温liilll　　品種も同前。繭綜繊度は（IOタ命11最も太く、90％嫉敢

　最も太く、襟準1硫之に次ぎ、1鰭t度劇攣臓及び高温　　　も醐し。

　礎蒜田し。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参彦4試瞼（10月5日．ヒ沸ξ）　　　　　　　　　、、

2，　小石丸を鳳て上蕨中耐班準槻、IIIii一燥圃、灘潤憾　　　　灘度を70％とし、温度翫6S’F、73°F、78°城83°F

　に分けて保護したるに、繊度は櫨準1破最も太く、　　　の41Plとづ『。鍛品種は同11垢繭綜繊度は概して低温

　庫乞燥塾鍾貢乏も蒜則　しo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I，Tt£弔1ざ太しvo

（・IC，0）上蕨蜜の換無　　　　　　　　　　　　　　　　第菖試験（棚17日上毅）

　策京徽樂言齢脅所　束識lil馨得所臨1魁艮伽／：it　’lli　）lli！1・Fl4　　　試臓峨

（甲）｝脚剛　　　　、　　　　　　　i罐i轟1遥ll：欝襲　1騨絡養

講灘翻1撒翻1緊淵1撫繧　・・li　・・％　吐・・％　…％

・・酬臨・・1し・　・・　・・L・審・・轍・澁　ll；　gg　ll　li，9

（4F1・撫懲脚徽｝階鰍報　；1：：；：　1’9謡1　［ig

σ黙羅瓢、、6，3％）、低融、瓢8・・璽・…　G・65：・・
・・％）、乾燥噸5測、G5．・％）、灘瓢7・．6・」　1“、・・，　11頂1　、6°　．，6°　659°

4％）、。蜘た。搬。識度。方冬。磁潤燃　 聯も @嗣゜　6°9°　°°
太く、儲臓之に興調温玉職も細し。　　　鮒撫餌試翻オ細繍搬聯Sl鍛も太
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く、第12賊及び策6賊之に次ぎ、第3臓最赫II；し。
（462）　褒翻髄繭中4呆瞳試瞼成綾　　・

闘滞h端ブに二鋼鐡綱窓舗（G）　駄蝋瞼1・臼：よ珊た襯羅㈱糠｝甑繍繊
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　度は脇異少な｛きも、灘度は低き程、灘1吏は高琶程太
大正9年4月

＝イヒ性耀獅脚謄謝き恥｛、1繍・肩・職　醐向あり・

跳、1・獅｛、f艦羅1畦したるに舖繍度徽　α65）上鱒の醐殿繭顯とめ關係識

溜iUl、標準樹汰く、過灘轍も細く、高1脳、11吃燥　　　脚己島縣鯉輩試験場剛脇縣瓢試報告第2罪

鳳之に次ぐ。，　　　　　　　　　　　　　　　　昭和3年6月
（463）上藤i温度が繭層騒に及ぼす影響に就て　　　　’　誠瞼減は第1嵌（椥IllA纏SO7F・灘度60％rllに5ロ

　剛卜鰍郡是撒威績大ma13・e“．　　　　間保護｝・｛泌｛（s艀・c°％申に2日間・76F・7°％

上棚戯901F、　S賦70’F、ヲ｛鰍任駄す・　「陳2日rlll・　7°’F・SO％軟1聞保護）・第蹴鰐

春賦期　　　　　　　　　　F・70％・1；！に5日日ロ職）・鱗謹（ve’F・SO％巾1’・5

　却x卿酬1ひたる1・，繭繍度は蹴繊健　 剛豚護し・菰｛娃行1ばる韓）の蝦に5｝つ・供

　もの程太し。　　　　　　　　　灘禰姻1・刻姻・繊度は瓢撮駄く2・9
（404）上灘の泓勲に瀦に嗣する調（獅禰　2残一ノし諦1｝蹴・歌脚0・｛脚llは2鰍リ・

　牛込正…、月購丈雄群馬雲訟報第5號昭細・G　第2【緑も細く2・78なu・

月　慧懸學報箏10巻第5，G號．昭和3iド5，6刀　　　　　　（463）上藤後の温麿館に漏艘に關する試験（舞3報）

餌試駒（s月5日峨）　　　　　　　’　　　　　牛込11こ一・服部：燭ll胴1う媚陣｛朧昭零ll4｛i三胡
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第1試験　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　之に次ぎ、高温多灘賊最亀劒く、高温轄燥圃之に

　供試鎧品種　　口110x支102　　　、　　　　　　　　　次ぐ。

　試　瞼　俄　　菰鍛槻、不菰抜慨　　　　　　　　　　（o〃）換氣の不・匪度と繭質

　菰抜囲と不菰披醐の關係灘度づ差次の如し。　　　　　　換無のイ∫無と繭毅i繊度とは【lll係な1‘，

　　　　　　　　　　　　％　　　SK
　　9月5口　（上藤難ID　2　．5－12、0　　　　　　　　　（；D熟叢の烈芝と繭質

　　9刀6日　　　　　　　1．⑪一学，5　　　　　’　　　　　繭綜繊度は柵して熟度進むに従了♪細き傾lrりあUo’

　　9月7日　　　　　　　2，0－6．0　　　　　　　　　（，1）藤旨浮の種顛，i；繭ノ霞

　　9刀8口　　　　　　　1．0－5，0　　　　　　　　　　　紙製藤、木材製蕨、折簾オ娼器械石糞、縄磯、藤蕨

　　9月9日　　　　　　　　O－6．⑪　　　　　　　　　　　の間に繭綜織慶の燈異なし。

　　9月10「1　　　　　　　　　　　0－4．0　　　　　　　　　　　　　（5）遮琶曳の1瑚数とihlj　，『！

　　　　（灘度は勿論不菰抜減多し）　　　　　　　　　繭綜繊度は識同鑓｛典峨の方が一・同槻2：1，太鳶傾向

　繭綜繊lfl　（ま不泌ぐ⑫ζ【畷：太しo　　　　　　　　　　　』　　　　　ありo

第2試瞼も繭綜繊度は不崩敬II砿太し。　　　　　　　　（470）よ膜濠試験

（467）｝上蕨後の換無に關する試駿　　　　　　　’　　　　廣島齪試ll三原：支場｝騰島鐡試庄原、｛ヒ；撒敏服　昭和

　牛込了鷺…、服都丈雄　群馬獄：・｝」f乏策5號　昭和4年　　　6向叢3月

3月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伊由×：嫡、支1⑪5X丈101ω｝1ひド孫瞬翻鄭：詔4戸

第1試験　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Cとし、灘度を90％、80％、75％v70％，舷なし、各

　換氣1国数により3剛｝ll、10剛ut、17「μ照、24同賊　　　1［lll鶴圧に菰抜王”i削il」、同L）OII｛構J，同301i浄醐、菰撚鋤幽

　とす。胤度は各斑典75°F・灘度は70％。供試獄品　　　君1、㌃ざる圃に分ちたるに、繭綜繊度は暢燥1・lll櫓婦irl

　種は阻10X丈102。　　　　　　　　　　　　　　　　きが如く、∫く菰披時期の1iし晩凱1こ衛く・行はぎる幌、』

　工0月31日．ヒ蕨。　　　　　　　　　　　　　　　　　　の陶にlr㌃…定の傾向翫認めずo

　繭綜繊度は10岡猷最もIJ・くく、17周岡・24悶議之1：　　（471）上蕨箆の環蝿と繭解除との關係蹴

　次ぜ、3燭麗殻も細し。　　　　　　　　　　　　　　　大須賀謬ζ衛　他3嶺　愛知縣撚試試脚｝長告鱗3號

第2試験　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭Zif1G！，ド3月

　換氣回：蚊は前と同一にし・温謙度は・鮒賊共83°F・　　　日ユ07×丈10塘供誠し、補灘囲放、補灘轡閉、補

　SO％とす。鐡品種は日1LO×支102にして、10月6　　温1多灘開放、補澱i多灘糟閉、開放、轡閉b幽灘開

　H上膜。　　　　　　　　　　　　　　　　　　放、多灘蜜閉、室外等ゆ慨を設けたるが、繭縣繊ne　’，

　繭懸繊度は3剛f」1＆も太く・24同減之に次鮎10　　は試鹸の同敬毎に異りて一宛の傾向磁認めず。

陣撮欄し・　　　　1　　　（鋤上籏臆申の無流の翻蚊に颯灘の離φ
（468）上蕨後の温度蚊に灘度に關する試験（策2報）　　繭盟、懸質に及ぼす瀾係試籔

秘餅・欄蚊雄欄灘乏絢慧1駆【1聯3　綱鰍艀購灘蹴ll照碑3月
月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　有氣流と無氣流とを麗燥、灘潤及び高漏と藻瞬せ

　供試盤足品種は口110×支102とす・　　　”　　　初秋獄及び晩秋澱に試験せり。籔品瓢はrJ　IO7×断．

第1徽・　　　　　　　　　江。概して？1，1・　XIY　1，：rl　｛よ乾翻より繭醜照重憾ざる

　試瞼臓を6ぽf、97％73’F、S2％、78’F、70％、　　　ものより繭綜繊度太嚢傾向あり。氣流と繭綜繊度と

　83’F、60％とす。繭綜緻度は6SコF、97％最も太く、　　の聞には・一・定の關際なし。

78°“i・　70％及びS3”t‘’・　60％咽可1醐し・　　　（473）蕨中温瀬戯ミ繭勲1嚇蜘二測t’S影響

第3試験　　　　　　　　　　　　　　　　　　田村熊次郎、松iH，J’Zrcati美、翻鎭英提野灘試轍続

　試聯豊1は錦1就験と同襟なり。繭継繊度は6sgF、　　　第18號　昭和6年朋

90％蝋も太く・S3’E・C6％職蜘し・　　　言臓「翻してi域103×日11。、1融×灘弊5、TT，，

（469）秋毅上穫に關する試駿　　L　　　　　　　　’種研IUBして試験せるに、繭懸繊凌は上駿漁皮の昇

　京都府懲試　京郡府羅試撮告第3號　昭瀦5年2月　　　るに仲ひ細くなる。

昭白×日110を脚たり。　　　　　　　漏度にBM　Lては略々r嫌構品纏lllひたるが、

（1）上灘の1鵬度欄質　　　　　1　澱の多少により繭織聴ζ大趨；ない。
　繭綜繊度は低1麟乞燥慨最も太く、低温多灘、封照　　　上腿中4剛i晦に50％－72％、50％一一94％、7296



鶏一勢の　　　　　　　　　　　浩1線織度呂・避搬油との臨係論交綜そ｝抄録（1［）　　　　　　　　　　　　　儲

一94％に漁度を縫イ駆！・しむるに、鱒化せしめざる貯　　　　浄蹴期、晩秋撒期二期に二蝕ひb簸品軸は轟期はア

のド比し繭綜織均とは50％晶72％に嫌化rでる減は納々　　　スコリH－×支IG號i≧、晩秋期憐ll7號×支100豹撚‘加

細く、5⑪％－94％に鱒化せる匪α太く、鴨％一一t）・1％　・　ひた1」。聯期は蕾繭r1瑠轟L度t｝：6S’F1碗、75〔じ塾：峨・80響

に鎌化せるWlは’似1こL。敏に：蟹化に」：1乃Xモなし、吐認　　　減、前小G9’』後牛8ぐγ1∫圃、前傘SO藍1微牛｛欝酢F厩の5

遅，亡，る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11se：に分・1・、、晩秋期は73’Flrll，1、75“F匿、77nF械・11寧卜

　低部多濫、高温帖燥、中闇温灘度の壽墨瞬間の繭縣　　　73脚1後牛75「Ψ圖、前くド7菖」’F秘牛73「コF減、荊肇7：｝邪後

繊度じト・ンヒの側1』なL。　　　　　　　　・卜77蝋、前・卜771後・階伽F・州・lll紛つ講し前認

　吐綜終了前後の灘澱度ほ1簡綜織度に　・定a）傾向あ　　1前牛稚Lトの温度を縫化せしめたる境界iよ、各lll’14辱綿

る欄係を認あられず。　　　　　　・　　　　　　　　　　畳槍｝《ll｝諦OO悶口a）【1ヒ綜を癒せる時刻1こ於てせり・‘）・

　温灘度のi繭蒜繊1毘に及蝶す｝il二鱒‘り1齪品種的の鑑…・「jtil；　　　調査成績rl詔矯度に關L，：け：次の如し0

に1．L－・定の傾向なL、。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：縞賢1期に於て1、L6S’1加1棺々尺く、SO”il’ls；．，75’F戚

　温灘度の繭綜繊度拒ご及ぼ寸影榔のll｛｛、雄別の整異に　　　，1：プく麓なく、rl瀧鱗湘せるものは然らざる弘砂に比

1よ・一矩二のf頃向踏しo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しーご細きfl・ll｛【fl】な示すo

l二474）上膜中に於ける最嬢温慶の再吟味　　　　　　　　晩秋期にては71｝b筑75闘凡77圏’Fと上凝する程粕々

　響野勢衛　申央鍛縣帳！似ワ鋤1，lll｛和6年昌刀　　　　　太くなη、襲1温せるものは一完の傾llljなし。

　霰白×郡憂白、大肉龍x郡憂白瀧用ぴ、飼、‘ゴ温度　　　　典他抄錬番勢諺　（114）（499）φ24）　謬翼1｛。

蕊犠、饗｝15論蔽瀦黙遊臨滞ll　i遜返再堰猛．亟睡璽≧」　　1

．麟殿の侭楠罐嚇貿1小と嫡。　　　鼎搬は燃燃贈多趾撫醐噸ど韻
（475）上鮒瞼　　　　　　　　なく訊鰍鮪血晒し鯛蜘こ於ても購難懸
　徳島縣微粟試瞼場徳麟1轍li、轍41部6號昭Tll　l獅1・ず・、

6年11月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（d79）上籏に關する試瞼　1

殴9x儲訓110×丈103、三ヒ101x阻を用ひ、　飛il島㈹叢試験揚醐縣徽試報＋！言鱗離昭和G

アドソール乾燥減、扇風器脚1、羅外ll’iSt、鋤照巌を設　　　年4」ユ

けたるに潮灘鍍麟i、た励欄踊ilく、椥よ劉照　1・・莚蜘ζ樹け獄臨恥L・r11…瑚糠るが・莚

1駄く、アドソー川囎IIく、晩椥覇醐脳太し。　拠・・槻に潮聯織吻・融碗一・芝の蜘腋

即ち・一窯の傾向・txし。　　　　　　　　　　　　　　　　認めず。

（二il”t　a）瞥繭温度と繭質との關係試駿　　．．　　　　　2・藤の秤歎に聞する試瞼・酬島04舶x丈転脊熟×

小撒久、山・一雌剃瞭lll鐡試鱒蹴昭和7　支102を用ひたるが議の欄・は購㈱脚ζ

塒月　　　　　　　　　　　　一城の｛餉なし・
　第1日高謡乳1耀、舞覚3日高摺毘樹≡、垂拶3日高i胤1綴、3日1瑠　　　 （4SO）上蕨ε昌關ずる試駁建

葡岳嘔、酬嘔の鵬とし、離×支1鮒瞼たり。　河購rl・一郎・松尾卿　｝京宿階鍛試翻聯1號

繭綜繊度は太きは槻準匝及むξ第2日高灘田醇にして、　　昭琴ll7年2月

3醐高灘撮も細し。　　　　　　　　蟹1懸鰍阻1°×PtX：L7　t｝一♪iJひ・擁臨廻曄ガ

（477）灘支脚代交雅種の上脚蹴ての識．　上灘1・・1・灘ギ‘ド欄紛ちたるに・繭綜徽は

　地引嘉作｛N2名鯉礁試彙，聯蠕昭和s年胡　柵暉1£と莚鮮肥の問に磁異なく・」・段に比し下

　純徽×糸臓白を用ひ、卿解三、高測嫌・侮膨　 段太き側肋り・

繰にて飼育せる繭の爆準型、5ドカ繭型、深総俵翌紘　　　（4S1）條桑育のよ籏法に關る試駿

破風尖型、破風薄型を比較したるに、薗綜繊度は糖　　　　牛込jE＿　群馬縣蝦試彙報箏厨！ミ　昭湘7年5月

i剛の侮膨漁服他脚：り太製・他の’i・f・1！で1ま減　L鰍郷融瀞は支13×F・tu鰍・晩秋は麟⑪1

1V［lc．して轍の關係一，鑑ならず。　　　　　　×支10旋り。1畷期蠣騎奉」奴し・，喉灘1

（・17S）欝繭中の逓度と繭緋繊麿に就て（豫報）　　　　　頭拾ひ上淋…齊上籏、　ll燃，ヒ藤の3』・舵せる揚

特に繊劇蹉蹴て　　　　　　　　　創こ識臆漁秋・晩秋脳：じ自然一購法最も
　吉田嬰　鍛綜界11．XXXXIV　N〔，．516昭和10年2月　　　太く・一齊一ヒ遊法堪も細し。而して窃然上薮法と・

衣笠鑓∫1乏第346號　　昭和10年6月　　　　　　　　　　　　1頭拾ひ上藤とは殆ど難異なき1が如しo



66　　　　　　蟹　赫　學　撒　1誌　　　　　し競！喧

2．丁繿ﾀ蝕品1軌以て、改良茄百足灘・以て燃　 蹴嚇rl螂胡
燃禰ひ鵬合に、鞭堺｛潤服妨継　　螺剛しで蝋搬烈・欝弓冨L嚇蹴轡
も、秋、鰍鳳燃の駄し画、ど鱒嵯　繍」・燃刷甦せ・伽・瞳噛’脚ドぐ：灘

イ妙脳。　　　　　　　　　聯入す。：輔瞬L．囎難灘け・脚・』　帖
（482）上灘鞭に關する試駐　　　　　　　　籏【忠皆川：繊伽・ll描撫噂煎蝋γ殴iL穏諮

京都府鰍京都序1・鍛試彙報職　孟ll舗18年2月　之蕨1菅fに移ヒ鍛架尉・fi入”1唱’・

螺品頼は春支14×聞7、秋　日110×支104を用　　　藁｝聰酬．・て1，1：皆川琶iの代リに・　畑磁を佃液

ひ、釧賑、二段式煉一1、脇灘式上灘したる；」・7」：り。偲脳1ほE｛，糊減恥ψ1貼．齢’：1⑪“

に、繭宗織度【，春秋抑調職｝服も太く、灘賦上　　x日1　ln　｛1，r　Jll．・；一。脚鄭、朋｛剛冒溜い：・耀「ve；｝，k

籏麗最も綱し。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は藁櫃匿が太し‘】

（483）自然上籏に關する試鹸　　　　　　　　　　　　（きis9）革飼欝の簡揚上簾；主に開する猷駿

　蘭島縣鍛業試瞼場　炉lli麟堤試1艮イ！襟棚a　Il召和Sill　　　岡崎i，㌻仙脇　無媛懸鶴1鷲粥1越㌧211猟　四1｛掃即

3月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工2刀

　支14×厭17、口110×支105を供｝llし、／曽：汕【切路　　　1，　1’1然L籏ノ姻ζ網liへ拾ひ堀1～潰ゐ1；’1’　LS欄撫

大4〒式溺ミ1枚、大石武族2煎、大石式篠騨：、大形百　　　脚〈號x烈轟號、lij1鋤～：ン：1（⊃欝“1‘1然財艇

足籏、小形百足藤、金綱獅　藤、金糊挿藁衷藤、数　　　A威（改良職に籏iガじヒ｛1｝綜琴・；．i’1？1“，寸’あ自鰻L毅ll賊

箔藁縄巻の各11111につき試戯せるに、繭続繊慶には大　　　（蕨111ri定ll｝㍑駿楓“｝ず）、網ll‘i．茄β砥蛤腿畝！毅

差なし。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岡（擦f脚心‘り・臼畑畿けll鵡甕9’‘a繭鰯細始；轟熈

（484）上藻改鷺賦瞼　　　　　　　　　　　　　　　　　1ζあUては翻】iζfr，：椥lll欺写拾ひ叙尉癖瞭1蝋・暑’1

　岩手鰍試　岩芋殿試黎報鋼號　illl和s轟1三胡　　　　　　　然Lオ獅llに於’ご罫llμ細』｛’t：蹴ノ姫蝦融繍：’　tf’“IJ

　歎16×支14、樹110×支ユ05耐IIひ、封照、菰抜1「　　　響（は各圃共大差力！lo

圓・菰抜2圏　煉炭菰抜1「邸煉がξ菰披2陶　簡易上　　2．．1溺’時、朗擬ノ妙ノ囎覆激に♪翻棒

藤、鰻問上談、夜駒煽風機、il｝i間煽風槻の9厩とし　　　欧罵號×丈工・隻號、日110號㍊鴇舗號恥、遭触薮き、｛

たるに、繭懸繊度は…陀の傾向なしo　　　　　　　　　　て璽擬蝦（藤i・：tご；切1蜜ご糧胃・肖熊L’藏；臨ボ、礁

（4S5）慧兇上濃に關する2，3の調査　　　　　　　　　　覆匝繊け　1尉叛γ卜自熟1燃覧燦すあ樫重塾縄

　吉閏要　廣嵩ロ澱試輯暢1艮彫5號　IlrI孚ll8芋4∫」　　　　　　　（姶〔川ミに伏U剛｛1ず）’ご徽け却｝。翻懸繍鋭縄

　隊ユ6×支14舛2品種瀦」ひ、蓮L藤、殿飲ヒ薩、2　　　るに各剛lll礎於て都1太i’：馴竃‘厨照鯵欝詳灘　“

同葱抜・普抽！・t　1・r．分ち、聯、秋、晩秋に．h撲せるに、　　（・lgo）自然上族に開ずる織

繭綜繊度は逆．【溺獅llユ徒も太く、；沸油槻之に次く“。　　　　　厭国長太郎、留爽き2＃　鹿讐κ憾試㌃島、肉；；慰1君書1・

（4S6）條桑育又は三F飼醤兜の簡便なる上籏方法に關　　　姉2號　昭和ヱ（1年3月

する試験　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　試瞼賊iよ1頭拾τきとし、瓢箔Ll，二皆澗菰’t襲特其

　清水雄太郎　滋賀縣澱試彙・｝享乏策1號　昭和9軍1月　　上苧こ蕨を粟き・駿1：に1蔵1：モ鯨llば撒布’！tゐもア》　鍔

　獄品頼は緻16×支1《輌、目110×支10δ（夏、秋）　　照陶1とし・灘・iミ［：に㍗ゆll　4勲層・蕊hd苧ll購・≧鞭塾

慰用ひ塵拾ひ取上籏蕨、蕨固め使用（金山i藤）、竹菰　　　たるものな莚懲illとしギ皆ll鵬硫）代ll　l　層1獣撫

圃、折藁藤蒲と4別したるに、繭慈繊慶は概して籏圃　　　布せるもの1追麗麗ill；とす。佛試晶撫慧幽歳撒17薯霰

め働臓最も太く、拾ひ耽卵き醐紬総剛鍼・リ。　猛諦k・」；r環o岐10i，・i，：　！lj．1，，織脈：孫1嘱・競殆

（487）上藤方法に關する試瞼　　　　　　　　　　　　　どなく…寛の顛向なt°

　北灘周一一　岐阜叢試報第ユ1脱　ll1｛和9年3月　　　　　　（491）自然上籏法に就て

　支14×隊ユ6を用ひ・甥照醜（1頭拾）、悲覆械（自然　　　　尾崎繧ミ徳、1“岡翠　尋冬1轍蝦試5i矧｝1、號　il群m・言妻爆

上擬懸ナ瞬近上族）、藁覆Il肛（自然上潰慮用華窮画上籏）　　月・

め3陪こ分ちたるに・粛騰繊1難罵者の問に大差な　（のll繊・・職蕊1鱒方法iこ鞠す齢臓

きも藁優ll櫓々醐し。　　　　　　　　　　　　　　　　鍛品下重は霞1Gx駄1疑響）、　lii7X紹⑪償：軟〉・1：　；i！

（4S8）條桑育又ぽ寧飼慧兇の簡便なる上蕨法に關す　　　　ひ、催熱」ニリ終熟鉛解躍。鵬搬聡C、器℃、鵠2㍉

る試験　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　晩駄躍期にli2S’L’s　22’（」、　lt｝’W，L．　i、1エ駿望癩よ23’

　南谷太郎吉、武博揃理臓児島縣鐡業試験場∫i紳テ第　　　eにて保護した。明暗郎1罐薫騰増舷響．な糊親
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　こ電燈照q掘、右無に1了こつ・娼｝つた白繭’繊噸よ襟　　　り。試i卿震績lll繊ll芝に就て見るに・各峨問の差異億

　薇期にては22て璃3軍8Uくく、2S印CII噺とく♂細し、。明暗　　　にして、一一鴬の傾向｛ヒ認め難しo　　　　　　．　　　　，

　と融太とび♪聞係は・開度ならずD　　　　　　　　　　　（494）自然上蕨法に關する試験（聴にクレゾ｛・ル撚

（1〕）　溺三の被樽i勿周llJする試瞼　　　　　　　　　　　　　蘭液e．）使川に就て）

　鍛品種は支獄淋1歓1｛｝（イ跨、H㍗：‘1く撤K秋）耐llひ　　　　下；『秀雄、　lll口留一　叔1晦縣淵墾試瞼二；．，ン報儒窮4號

　被覆物炉瓢督lll　1；f　ts；祈悶紙lt，：しノ：るに、繭締機　　　IVI和11ドS刀

　，亡じ1よ冶環：期にてll：管Hl蔵畑轟1：、・IL｝｛覆II冒1太く、家「『11iJ　　　　試瞼岡・クレゾーノL石1111箪O⑪‘1鄭｝i、　Tiil　LO⑪倍1硯、岡

　紙糊蝋属細し。・初秋にては鰭セ葡1職嫉以・　　400fl甑、同800f紳’：諸控フ柿’こ諒魁鰍1ト二分く。所定

　他は穴髄相等し。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　濃11ピのクレゾーノしぞf鹸液祉班鉱糠直浸潤せしめたるも

（｛り　上籏聯の熱膿歎1こ聞すゼ，試脆　　　　　　　　　　の｝≧鐡座に撒布L、・Jl：・e）上に齢薬L溺諺譲す・襯lll卍l

　i欝1簿に6001醐嬬撃の場膏　　　　　　　　　　　　　　種は日7X’；・■T：正⑪（｝1、溺三1：；：改ゴと春剛llなりo織度は1‘｝

　　（つ熟醐1〔鵬甑　　・　　　　　　　　　　Ol｝午瞬1騒醐馴町1向あるもの1朔い：なる霊・、他圃間

　　Qゆ熟騨5蝋・米ll襯驚轍．　　　　　1「：：・IJk－・・定のi頃向・1総燗f貼

　　（ハ）熟欝00戴、栄熟獄書！00賦　　　　　　　　　・111；．lul抄録番独（コ75）（1761）（i・t㈹）④⑪）（499）

　　（跡）　熟叢コ1150頭、索腰顯1樹臓　　　　　　　　　C、511）（512）盤照

｝灘灘襟難靴゜膿、，，蹴は伽，、L遁癒璽麺疎願！

瑠め難。　　　　・　　継の勘に伽・購一嚇猟桑瞳蜘こ從
④灘鞘欄酬竃網蹴る1撒　　　ひ繍藻鍍太し・
、㈱食獣。一、つ紛けノ，．欄餉煎、欄j6陶嫌期の鞭と鞭と醐係識

　膿賊、晩期餉食1肋3稻・1に分煉めに、㈱繊　’肥後鵬仙2名鰯鰯㈱旋成騨43號明治

　蹴晩期納餌撮ミ、太く、伽」湘し。（Fl　7　x刻0　441ド胡

、、鰍禰）　　　　　、　嬢峨縮・小砒・鯛ヒ新融｝臥纒同
（の燃燃法・榊・灘・・鰍1糊　　蜘こよ卿崩傭脚嚇2⑪臥2鰍構）謁
　1姐×隊慨版，・7，るに、麟繊臨琴鰍典1こllt　熟に・小融は嗣・19同・24臥29臥33回（欄

然燃駄し。　　　　　　　準）繭熟に沸誰耀iよ1嚇17臥eelut，27
（・ｴ鼎驚馨艶如留．．麟酬糊、臨饗翠撒準難繍1轟・灘讐

昭租。糊　　　　　　　　太し・
綿隊・・號・，支瞭、鰍～之槻伽「J・・。號・　σ9G）上籏燗する講

支、嚇脚恥試㈱．封員鰍し鰍醐獅　徳穐縣麟試購鶴縣灘欄1糠昭秘
とし、撫に勲1網散疵∫す。莚灘として燃ヒ　「ttt　｛］月

灘なし譲［淵・畑類翫・・．藁翻・しT・V，1　支7×闘を瀞た’り・繭禰度は・　　　“

然燃濾し、撫に凱斗…1圖踊け．細靴籏　コ・上灘期・灘綴湿太く調睡綴組・
懲勲25噸、す．肚州・試駆る繰h繊　2・岡蝋阯戴して健eWW」1，　Ytk」三砒敵馬際
慶燗して瞭醐に…定の｛1轍・し．　　　止螂灘白二聡蝋ウドン粉・ライト「p・　SiJひ

（493）sas上灘に關する識轍　　　　たるが備綿糠叫勲し・
欄茂・ド、剃郷、騨騨、　螺釧醐系　（麟斗磁ウドン棚は少し’コ・〈　“’か）

灘葡撒聯曝聯i僻・月　　　　（497）繍腺と輔上灘1碑期より勲期に到る上
　」、獅にク・ゾー・・徽液恥欄に浸して灘に　駿翻の繭腱に就きて

ま齢し、蝦蝿ひ上り1踏易姉し樋匹酌醐　　一ti，Eヒ柳イ胴ヒ瀞一口耀柵嚇言轟2飾1號

て種々試験す。試験』｛聴クレゾール菰鹸100伽1、　　昭和6年2月

同2⑪0伽〔、同400倍旺、同SOO‘ll慨・獅照水麗・ク　　、日1x支・聴使♪肌・給桑同鍛を10同より熟鐡に棄

ライトL・。Ol縄、縮螂紛1ナ、春鰍1s・叉16、　るまで3轍で25陳分’s・・7：るに・繭総灘繰

初穂Ei　m×刻07、晩秋ls　F．17・支1。6闘疎　同数醐ガするに御次徹太く捌・雛1醐燃
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太し。…　　　　　　　　　　　　　　　　　獅蜘有鱒こ睨し期」：之の宥無踊輸…1乾描鶴

（498）上籏購期蛇に藤中の保謹職級と繭解野との關　　　係一；ttなしずn

係試強　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　‘乞燥材’料撒布1こ聞し圏e（げドソーノ1・lll妙liドl　L・

　荻原孫蹴　仙二堵　愛刎附揖1試試験報告潤f；・i昭　　，蹴（．の隷臼二1たるに・繭緬／l覧1如P“ドソ・・一　？Ll贈ll

和6年3月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　匪櫓々細しca

　脚、x漸江、1三11×支4、歌7×支7、1’薗llx棚三而章　　　1：脚鰍於ける硬化ジ棚！防朔撒布剛1旧罵ロ：趾

を用ひて試瞼すc　　　　　　　　　　購フig、・オノい・恥・α％、豊％）、；水酉鞭（、鰯・10

ユ，5齢給繁圓数少き所謂ll穿謀L伽よ繭綜1鍍度細し。　　％）、タtt’　’fト（2（闘浩：i（［O倍）、拠化防，1麟II、イilJi

　但しコ，2圖の給桑不足では難なL。　　　　　　　　　の10猷屓たる1㍍繭lll被疲はイi／1：搬布1，‘、t：和々太

2．　蕨の乾繰により繭綜勲！1度に差なし。　　　　　　　　く、氷1：儲セ1｛｝％測1踊∫匿胸々細し；／）

3．　上藤羅数の多少により繭紡臓慶に難むL。　　　　　（500二）線蟹上藤に就て

4．　莚抜時期の早晩によU繭荒i糸識度に鰭なし。　　　　　　古屋ンit昌　il：耳1絡奪鋼1嫡17窃粥：；號　lltffl「．IOAI，：｝月

5．　牧繭時期の早晩により1醐綜繊勘ゴ鰍d，。　　　　　　瞬1s×寅1f｝儒りllrへ昌1’冷食薬1纏定賓；：；n、41，1　’5

（499）上毅法に關ずる試籔　　　　　　　　　　　　　［i、6H、’r　11、Sl］（熟躍）説1㍗期ご：、繭綜畿疲は

　金崎眞英、北島聡鷹、竹内霜彊こ雄　長野了凱試報｛1｝　　食葉口勲多魯ド綴γ冠こくた；J、熟烈」弓P閥h1711獄

第19独　昭和6｛1｛5月　　　　、　　　　　　　　　　　ikV櫓々胴r。

　熟度に關しては極”lllな箱未熟澱、牙ξ熟育逗砥瀕熟獄、　　　悪li珂懸：糠i：號　1：H9）ダ16、）（1・t6cpノ轡照9

灘課繍1∵鋪叛襯麟襟“「三緬嚇の鞭厭満1
上藤頭数に關して尺」，i…GO頭、5蝋、　aO頭の咄llと　　　繭弱1織礎｛環‘’」灘1’i・；’1　．’1：1陽少の・W・M　，x　・・fゴ胴・の

したるに、繭繍駿酪彫1泄認雌1．。　　　の如敬獄・輝ぎ・・；・ll隷・噸帥胤！髄鵬燃
　上藤型式に聞して編強、剛鍛彬蜘濃‘り21，1聴翫　　ノ齢働‘1蹄ill榊継塩

したるに、繭纏繊腺1激1畷知賄ll々太き顛向～剛。　　（5｛｝1’）上駿器獣験

　籏器の種獄に關して！．細購鞭、今牧擬、藤籏、嚇　　　横田赫な郎・真1｝場由　刃錫く麟劇解霞｝盤1魏　珊治

田蕨及℃塒伽ll蕨のr）種と正、繭藩癬殴1獅は折藁、金山　　　3駒≒：田

蕨粕々太きイ頃晦ありP　　　　　　　　　　　　　　　　　試埼聖1嚇：折籏甲匿、llll乙11馳1（蜘ご：調線轟人れ玄ヰli

籏器一ヒ被糊刎こ關してはユ義撞、悲縄綱、綜翻の’t　」激け黄臥を防ぐ）・阿i’姻く：蜘こ3僻多伽鞭？W；w．

蕨別したるに、繭綜織度は一・定の聞係煽訟め難し。　　　て横臥駈防！り、蝶蟻渉伸ら簾籏槻に分け、轡熟1箔

　藤中淵灘慶に關して1：・クト氣紙温多灘の揚含は春熔　　額を」脚ζ試瞼す。繊礎に於’ζは折窮三瞳1：いつれも穴

11及び晩秋第2同試瞼（24，4∵、賜S℃、21：1”U、無　　　きく・折籏糊i・繊も太し。而して簸藤槻最辮llI

火力、屋丙の61め、聯第3臨i燃（2‘1，4℃、22．s．’し｝、　し・

無火力賊）・諾ゆ5同試験（1．S．3℃、90％、22，2IC、70，　　（502）蕉種類比麟賦駿

8％、26．7’へ50，1％）、晩秋箪4聞試瞼（22．S’C、20．　　　牛込il；．　…、服都文雄　1脚！；讃試辱｝糠轟號　tlt｛秘琿

0℃）に於て繭綜繊度は概して仮淑なるに微ひ納々細　　　6月

き傾向あリ。外氣高漁多照の時は夏第1陶試瞼（26・7“　　　第1i司｛－ril：二匹俵（㍉緊鍛）

（1、無火力、燈外）につきて見るに、繭綜繊度は隅　　　　flt・試磯遡近藤式、宮内；戯萬年、林田、和含式、

外慨最も太く・26・プ（繊↓匙ヒも細し。　　　　　　　　　　浄、寺旧式、櫓田式、ダイ舜・帯ンド武、雌井弐、

　鴛室醐放程度に關しては？rt開、牛1珪1、密閉のξ1観　　　　萱、西村萬年、　llDと出、命線、一紋紙、松水式

別としたるに、繭綜繊度ほ滞秋附」導］1：ありては密閉　　　　紙、島田、百足e）18號とし、日1×支藁翫順ひたる

斑太く・晩秋纈期は之に反す。　　　　　　　　　ト　　　に、繭綜繊度は近藤式遷焦一・軟紙藤、蕉號、和脅

　煽風機優用に關しては使用の有無磐賊を設けたる　　　　式籏の順に太1、萬年）渉三最も翻し。

に、繭綜繊度の聞係明らかならず。　　　　　　　　　　第2試騨（燕期）

鍛欝敵容撫につきては充灘ザ漁糊、　日1・支4酬眠燃式、糖式、榊賦、脚1

孟故獅・慨とし・る・・聯・繊嬬牧額　翻・…棚剛嫌輪繭醐度麟
粕々太くヤ仙21町rた藁異なし。1　　　　　　　　　　　　澱問の蒲1「を身1．。
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　第3試瞼（秋期）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く、柴種殻旺最も細し。晩秋は竹校1砿殻も太く、萩

　　ll110×皮10；｝をAi　xF、留翫ll鴨旋11二同…藤鮒llひた　　　枝戚最も融1し。

　　るに、繭継織礎iJ：近藤．黛溺三最も太く、和・fi，i・式溺こ之　　　（訂OS）藤の構tWfa關する研究

　　に次ぜ、林川式溺こ最｛、劇llしo　　　　　　　　　　　　　　フk野保、高野2i乱、餓村霊男、熊谷勇一　茨城鉱1艮

　（r）　ou：）・藤器上ヒ較試強　　　　　　　　　　　　　　　　　　　節4勢慧　昭和s年3月

　　嗣鰍，鰍撚呂5澗聯肺1｛號HS伽僻胡　　伽ltlの高さと1欄1庭とを齢せて高×楓糠×楓

　　紙籏（1）（新開紙覧1二覆てあ枷ご耐llレ・たるもの）、紙　　　低×糖・高×侵、尚×短・低×長・低×短・標×長・

籏（2）（織懸胱脇の：）い1・川轟島剛勧41・・ll　棚×短の9［1嚇せリ・描種は日1工似支獅翻」ひ

　とし、隅富x侃！簸lllひたるに、脚燃紙芳ll（1）最　た。繭綿鍍は；轍期には蕨Lに鷹琶を掛けたもの

　ぜ，太く、島「砺莫簸も醐し。　　　　　　　　　　　　　にては隅×短及び低×侵Pl　5賊鷲々舳く、掛けざるも

（5。－1）上鵜と徽との關｛細究　　　　　のi・．て鰍×蜘職も太く・低・畳蹴も醐し・晩

　　F．1嵩来まf、11図蛸め太郎　・岱羅北揃旗獄1鵡鋪理言箏　　　秋識期には藁を掛けたものにては藻×槙、棚×侵、

　翔乏昭和（1年4月　　　　　　　　　　　　　　　　　棚×搬賊太く、俄×短減最も醐く、掛けざるものに

　　：支4xPI　1，、丈那1幽大20独×赤熟、　rll　1．07×皮／0㍍　　　　て1設俄×長帳最も太し。

　日107X（撮9×支101）、　HIO（｝×支10瑚rの讃、1、11、種に　　（509）蕨器の構瀦に關する試瞼

　っLk試瞼せη。脚こは改良菰、折籏v蝶懸毅、癒松　　　小松茂久・瀧谷線・山1二卜咽昼「il申奈川羅試報第3

　葉窃1、紙藤、鷹傑簾族、安奄膜齢｝三11け。その中繭　　　號　昭和S解現

鰍敵肌ては職の‘t胴霧酬めず。　　　　伽川磁を13・20，271斌肌・その各々燃の

φ05）上藻器と鞭との關係醐　　　r　継を噸・10楓15荊1　け・撚願瞬屯は刻似
　　財ミ岡秀央㌧瓢湖直鵬、颯lk貞秋、掘之内綱∂Li｛1鹿　　　駄17、秋はオn棋×支105を川ひた。

　児島縣鑓試試劇響｝第4號昭和｛輝s目　　　　　　　同・高さに於ける肉数の多少と繭綜繊慶との嗣係

　　膜の纐鐵としては池IU式籏、松本武騰・越勘式紙　　　は…建ならず・

脇蜘繊、榊1萬轍，　F，1；と醸、改良削1拭　　同一ll噸ζ於け鏑鮭輔蜘魁の闘鰍嘘
　rli”、宮内武膿、糠足雅、島田駿・舜’～井三弧刷誌櫓田　　　陰らず・

擬、燃燃、糊蝦、有川族、橋1・嚥の16髄　　菰ヒに織一9iトけた搬と然らざる船・1．．は備縣

　用ひ、鍛品種は春は日1x丈4、鞠潤1X支101・支　繊度kC・一定の關係なし。

　工01×に11　7r飼育す。繊度は年により叉飼育晦期によ　　（510）蔽器：に關ずる試瞼

　嵯異あリ、．一一一定の傾向認め難し。　　　　　富秀雄欝縣灘・燃揚縮第蹴昭和8煮β12

．（506）藤器及び上薩畿置改罠試駿　　　　　　　　　　月

　　楊耀翻繊揚撚蹴梛須支棚灘昭和　灘の働1につ・・て繭の鰍を比㈱毎耐・イ厭
7年胡　　　　　　　　　　．鐡・構は脚6×刻3・日110×支105・支14×脚薩，

　　安曝訟糠、講脚隊撒、榊1me，清水　用ひ・灘肋醐競田淡・醍輪「蝿撒・藤

　漁改燃鵡内泓竹灘髄認・纈麟娼　脇綱脚日の繊妙ρ搬観るに大勲
　X日1、秋臓110X支105とした。鮮∫　徽は鵜謡lf　し・　　，　　　　　　　　』
　水盤最も太く、安田藤最も細し。初秋：よ竹籏（穴ツ　　（511）籏器に關する試瞼

　山）最も太く酸剛撒も細し。晩秋購・燃脳　　胴殊溺甑禾k・撚抽糊鮭膨鵡縣鎧藁

　太く、講搬も細し。　　　　　　　撒揚灘趨曝噺「iS年胡
　（507）條桑敵は輸翫の剛醜る上灘に附　1・騰の欄と繭質との關係
　る試駿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘1品種【よ｝蔀は支14X隊16・晩秋は支105x日1ヱOを

　　栃繊酬顕支揚栃繊細1顕支捌照酬l　」llひ・撚山藤な砕賦雌鯛さ・・試験1・蹴
　7年4月　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　6×3蝋山の高さ6Um、山の間隔3。n蔵とす。以下倣

　　・聯、改良嵐竹撚獅轍、萩校の5　賠し・　　之）6×4・5…1・6×6臨Gx7鯛・7・5×3賊・7・5×

　鎧品種瞬眩・1×臼1、初秋｛卿。1×支1。5、晩秋　・1・51…£・7・6×6匪・7・5×7・融・1・9×3！匪・9×4・5甑・

　は支105×日110を1【」ひた。繭縣繊度は器は改」賜櫛ll　　　9×6減・9×7・5擁の12艮・1遮設く。繊〕虻は7・5×7・5　1，i’E

　最も太く、標醐暇も縞し。棚燃撚塔嘔∫齢太・　轟たも太く・7・5×3眺9畑i’必歌ぎ・6x6瞬た
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　も細し。佃款糖し。　　　　　　（駒岡功繭轍に關ず萄幟
2．上灘の1蝋欄膿の彫陥撒　　　　轍川ll餐鮒1識網槻｛画購灘管牽醐・

　供試鎧u、種は春は叉14×駄17、晩秋は「1110X支1　　穴1【モ捕・雪ド3月

　05をmひ、衡梛；1始」：U次の61・’1凌ll卿て、、鷺馳す。　（L，MO　1　：・t　．，1’tl）購ll～き『洲へ：纈姻・fe’1”　，’ッ

　Al蝋終了迄噴笠f霜齢、　B匪（薄皮繭迄暗1、絡∫　　ク、臓澱粥、澗｝i防1麟塩照πP｛l　lh　5　’臼　　翻

　迄明室保護）、qll（薄皮迄明賓｛、終γ泡111薗鑑保護）、　　琳粉・糊扮・γ～団一’置「，。1：ザア鵬尉以［｛・弓11｛噛

　D帳（維了趨明蹴輪κ・），撫ll（終コ泡日rl1！リ慮、夜　　　伽Ll鵡館就膚すこ1繭維腕ぼ‘猫｛il3；，贈麟㌔：礪ザ

　間暗rt保、1礎）、1幅（終了」盆日中11t’紫鰯、夜間1り擁保　　　伽淵くい・

　護）となしたリ。因に夜閣樹は工O燭光の明轟㌢苧タ　　　（倣5）麟繭蒔に於る7オル㌣リン瓢期の鱒騨

　ングステン電球を黙燈せり0織tl£は律はA圃最も　　　　漸1L鴻文　庶鼎島謝心議・皆彫鶉　、昭‘鱒；r轟潟

　太く、C醸、　F剛、　D慨の順に細く、1匙減最も滞lilく、　　　聾繭中羅箔内1こ餌㍑の曇ハ1「ftソ，’t勲　鐘．．暑　1

　晩秋にはF蝦最も太く、璃，1心A鳳、BI’の順に細　　　あた笛：尺艦浮，is布：　’盛、以慣瞥繭鴫　・．’聲＋1／・－W　f・

、く・D1職も細し。律つ’ご…・脚脈見梱路II・糊　コ醐力鞘fee，・勲醜綱機搾轟ボ♂，’　？？議濫

　には一…一定の俄向なき瀕1し。　　　　　　　品伽よ櫓よ娯（脱：1瑞糊’始解：・t／1‘掃囁禰y．

（512）上籏法試強　　　　　　　　「　　　　　　　　り。賦験1蹴1ツs”・li噛’lh・環．∫魍・1・脚轟1岬説・掃

　忠醐，5道膿銀種製造所　忠油南激11冥鍛：干ln製潰所彙　　　0，1％！娠ヨ脚｛1牌四｛嚇ll∬・鞠」飛匿i暫ドゴ｝雫」躍邑縞

報禦3號　昭諸訂lg　l　3月　　　　　　　　　　　　　　　　　21，7て㌧灘隙．；．　sg　sEl；　i）　“t宅噸lll，勘｛騎1や汽爆｝

　01×丈4（鵜1臥期）、皮9顎丈101×日：［07（：秋期）IT：　　5ノ〆麗、O，i麟111に’齢命劒く、遡燃「1議韓朝㌧

規ひ、改良．：11’£と朝鮮在i黙式の松葉籏に『ζ上騰せし薦　　　（肛‘1）鞭繭畦鷹搬1ナ番フオ’レ饗リン職蝋膨響獣繊

た。試験Lり1は、　　　　　　　　　　　　　富i酬1、lktll朝醐1、1い｝留・緯撚購響櫛
糎準臓　改良．淡を用てか莚按｛r：・なし保濃す。　　　　　　　3魏　昭鞠1⑪年8月

第1匿　密閉、改良駿1劇1～をなさず、松葉淡では　　　　瀞は隊10ぱ起工・もhta　i・1二、晩謬　　覧覇卜擢鉾駒諸・l　e－s

　被覆せる紙・布片を除虫せ冒1習。　　　　　　　　　　　試鹸槻は鋤照鼻喧甲、同ご：，、γ璽，a．》｝撫tlt嬉綴、1遡

第2麗20－25時問後改斑泓iは；建抜・松熊蕨i：1；布片・　　　⑪，25％賊、“ijo・喝紳欺月£縄勘桑劇蝋U幽難　瞬轟i’t

　紙除虫ボ時々開放。　・　　　　　　　郵　　　　　　藤法1こより、縮雪1；i瀞繭中激叢』揮鰯す盤　聖鋤懸姻塞

第31・1鉦20　－251111間後爾脅湖父・轡閉。　　　　　　　織慶に閣し・”qよ欝勲1。繊駒藷偽i・諺擁，事鐸転善ほきむ箏

第4賊　莚扱せずll寺々開放。　　　　　　　　　　　　　　｛rしし典のli‘納顯“轡癖・も、ず貴

第5輝　第1麗同様の取扱をなし保1離。　　　　　　　　　興他抄蝕番號（・三91ウ轡9㍑無鍛

鎌織1騰綴盤灘l　　　I二雲範φ：錘鑛・騰脚

第S　摂萬鋼襟廊靴なし儲・　　，．棚・峨は馳・【r・：毅蹴㌦翻嫉椴｛聯脇
　繭綜繊度は一定の傾向なし。　　　　　　　　　　　　　り回

（513）上蕨法に關する試鐡　　　　　　「　　　　　　（517）麗内上籏と農外上薦鳶⑳耽毅蹴臓

　原田長太郎、留奥唐え　鹿児島縣澱試大島支捌1乏　　　19容岡縣灘聡試　溺詰　静醐、選織嚇1｛鞠　霧韓匹磯鵬鯵

告第2號　昭和工o年3月　　　　　　　　　　　　　　　　1聯鴛澱品種ほn王x粛4く嚢ll、爾趣｛簸課《講1勧乏

　藤の頼類によりて繭質に如阿なる差異あるやを調　　ぴ晩秋）とし、灘鍛、雛紮撒燕顎｝継ゆ㍗；糊　11’e｛1繍

査せんとし、藤漉、日の本淡、橋「1裟、丸吉羅、折　　せるに’繭綜臓疲は灘黛1糠妹油　1　麟ザ、娼、

藁凝、國華澱を用ひて試瞼す。供試凱瞬轍鵜ま隊　　初秋鐡期にもノ御隅鞘々・姻、晩殺欝い；繍ll粥

17×支14を、晩秋は郎×支106を用ふ。繊漉は各圃　　勅々太し。

聞に大差なきも、折　最も太く、藤、丸古、日の本　　　（51S）厩外上籏の賄質獄鐡

の順に細く・椥撮酬し。　　　　　　　ILi3　i勝爽・撫納麗繍｝瀦競鶴職繍露・1聯
箕他抄鱈號（4G9）（481）（499）劉照。　　4號1脇G．1湖

匝㈱撒布㈱・）］　工認1瀦1㌫騰勢1烈轡
贈例1妙にして榔｛頃畷肌撫・　　2・醐ll1・波1晦鷹愚鴫ll’こ齢講制
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撫灘灘驚膿櫻lll：灘縦叢「麟（・簾塾璽麺］
　林間甑殊に太し。　　　　　　　　　　　　　　（524）象隅燈の鯉繭及び生鯨に關する試駿

（519）屋外上糊瞼　　ガ．　　　　　リト上柳梧・馴倫虚1徳・川㈱・阪本粁・lu鵬
　小松茂久、澁谷s／1｛、ll噛高松1帥奈川鍛試報告嬉　　子　鑑総繍酷掌聡　鋼魏　EllHEII5｛Pl朗

2魏　昭和7年31」　　　　　　　　　　　　　　　　　1・　支4を用ひ、上蕨中の温度を7711Fにし、灘度を　’

　燈内條桑燈内上籏、羅内條桑羅夕卜．［澱、屋外條桑　　　　55％、｛玉5％、75％の3XiF．にし、漫蝶3釆飛の灘度瀧

融内上澱、屋外條桑崖外，h溺三、1！樋、’∫燈内一L藤、普　　　　有する室に鶯く日数：㌃鱒化せしめて、15の試瞼゜

抽育鰍外上藤、麓外？ii飼燈内L燧、燈外単て1耐燈外上　　　　段作り試瞼せるFこ、繊度に關しては大なる認：異i≧

蕨の8減とす。繭継繊度は灘は澱圭内條薬燈外，ヒ濃賊　　　　認めず。

勅々太し。初秋は魯纐育縫外上澱賊最も太く、搬外　　　2．　隊9及び昭和莚以て上撲rl聴策1帆（S5’∬、85％）i

2陥1崖内上湘　ll了1軸鵜し。晩秋lj；粥歯育燈外上藤畷　　　熔211｝ll（7r）t’∬v、　70「％）、飾3賊（6，5‘LF．6砂6）に分けて

簸も太く、燈外フドlll晒圭外．L撲献最も細し0　　　　　　　　試瞼せるに、繊度に於て1勲露1城殊に太く、蛸2il」

（520）屋クト上藻試験　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 最も系田しo

　栃木鑓就那須丈場　栃木灘匹ltii‘ll［1須支撒1測乏iTl｛和　　3、粟7粒用ひ、5齢蟷11：順よll毎rl上濃したる揚

7年4月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合に、繊度1よ上籏迎費程太き似〔向あり。

　麓内．鰯三、醸タト」二籏の2圃」二し、』置蹴、1卍1種は雅支4×　　4，昭和及び支7肥以て第5齢期よ”給築嵐及び給錘

田1、秋支105×「臓10を川ひた。繭綜織度は春と初　　　　側数：な澱じたる鈷合につき試験す。試脚lfiは給桑

秋に1麟．内．1∴澱よ噛1外，L澱太く、晩秋は之に反す。　　斌100タ6　lll、80％1・E’1、　GO％Vtl、30％風，給桑同数

（521）農タト上籏試駿　 ．　　　　，　　　　　　　　　5i呵1岨、4圓1岨、3i両L磯、2同甑に分つoこの勘合繊

　熊田和徽、金島忠央　廣島猫1煽繍繰5號　昭和8　　　度に就て見るに、給蟻想又は給渠團敬肥減少し79

年4月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る場創執は一般に浄1旺くなる｛頃向あり。

　燈内」∴藤と1紗ト上蕨の各々に付藤験と折薦藤を川　　（525）班醐改貰盤の箆新労法に就て

ひたるに、繭統繊度1：k齢外ヒ濃折縫芳勧撮も太く、　　　牛込1蕉＿　轡占馴職罵試彙報錦5號　1［1｛和7年5月

縫内，．ヒ藤折藁嘔ll之に次ぐ。　　　　　　　　　　　　1．改良頒に二1：粟用膠、柿呂廉の稀糧液甦塗布し、次

（522）屍外上薇峨に關する試瞼　　　　　　　　　　　　の各臓龍設け、爽鰹の繭質に及i艇す影響激見んと

　摺秀雄　長崎縣躍i鞘i鵡歳揚報告節2猟　昭不ll841…12　　　　し、滞期欧17×丈1・1」漱期は撹110×支102、日11

月　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0×皮105を以て賦瞼す。澁2倍lls澁4倍臓、膠40

　鋤照減と試瞼城（歎慧｛南側に天幕を張UてFl覆と　　　　倍臓、膠60簡繍膠SO倍賊、劃照賊の61曜に分け、

なし、興の内部に上藤せしむ）に分け、日110×支1　　　彊繭中の温灘度を異1・こせり。繊鷹と灘度の影響は

05髪用ひ秋期に行ふ。繊度に於ては雨［・警1間に大差な　　　　あるものの、各礒岡には一竃の傾陶なし，

し。岱依託試験に於ても粥賊間に大藻なし。　　　　　　2。　繭綴1の附着せる燕と然らざる盤とを使用し、，央

（523）屋外上籏の鋏階改蕃に關する試駿　　　　　　　　　れが繭質に及ぼす影響敏nらんとし、多繭綿臓、

　岡崎儒　他2名　獲媛縣鎧試｝階第23號　昭和9t・β　　　中繭綿臨少繭細砥洗瀞斑に分ち・初秋、晩秋

3月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　共に日110×支105を用ひて試瞼す。繊度は各斑間

　伊豫隊黄×伊豫余焚、緻16號×支14號、日110脱　　　に一健の傾向認め難し。

x支10δ號の各品種詣lllひ、試瞼Llllを標準賊、燈外　　　（526）i膜固定器の上ヒ較

上擬第1、．．、（醗クトに上藤し保護す）、醗外上蕨第2臓　　　富久雄・由口留一　長1寄鍍試羅告第3號　昭和10

（燈外に菰抜迄保護す）、燈外上藤第3餓（夜間及び雨　　　年S月

天にのみ普細に保護し、曝1天には醗外に保護す）の　　　初秋、晩秋共に支106×日7湖1ひ、試瞼剛謙｝照

iS　k：　，1とす。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1畷籏圃定器色使川せず）、池下式賊、清田式畷、酉

本試験の糊㌍螺しば、繭綜繊度は年によリ或は　；｛；∫式風日の本式旺・卸司式臥閲田式匿の71母1議

慰期に依リ卿、各匿闇に於て確然たる傾向を認め　　設く。試嚇Il果中繊凌iζ關しては各間に大雅なし。

難し。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（527）所講「竃別け」に献て

　其仙抄録番號（1G2）（475）審ll｛｛　　　　．　　　　　富久雄、　llll：1留一　長崎鐡試1’i乏告第3號　昭和10
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「tF＝8月　　　　　　　　　　　 ，．”

　普涌．ヒ毅故及び上籏後遡り】に玉別けIL脅ひ、別箔

に上藤ナる法とを行か比較試瞼す。初漱、晩秋典に

支106x日7を用ふ。その結果繊度に聞しては口丙圃に

差異なし．。

（52S）再髄繭による繭系糸姓｝伏の愛化に就いで

　管野芳術　郡憂製綜顕三i写所試験鯉｝1乏第2號　i1’｛和

10年12月

　供試品種は郡憂白×郡兄金、契ll堤命、分剛「i白×雄

白及び分離由×國嚴支106號である。

・封照臓と再懸繭匿とに分けた。再彊繭II職よ誕に第

2日再醤繭ll貼　節3口再蕾繭減、策4月1厚瀞嚇匪とに

倣分した。禦2日再蕾繭1、1εとはi二潰後第2日に吐縣蔚

繭中の繭を切開して鐡彙採りLLIし、冤に謄繭せしめ

．たものである。斯くして麟密した益繭の外燈と劉照

臓のクト暦とに於けるセリシンの性肌由比lli受した。

　織度に關する購を見ると、一・顎牢均繊慶に於’ごは

策2日再聴繭1齪最も太く、渦照賊之に次麟1特3口：i！s：

懸繭蹴（又は第3日及び孟移41三Pド均繊度）最も弱Iliiい。然

「し再蕾繭lllllはいつれも鵜：蔚繭歪f1’ふ時期」ウ11三常繭の

繭系糸繊度と登然1司じであるo

　　　　　　　　　　　　　　（illl琴Ptl　12｛ド2Jj癌蒲）


